
序
 
 

中
国
と
日
本
の
現
代
哲
学
に
お
け
る
代
表
的
な
学
派
と
し
て
、
新
儒
家
 
 

と
京
都
学
派
は
期
せ
ず
と
も
二
十
世
紀
の
中
葉
に
お
い
て
、
深
刻
な
歴
史
 
 

的
反
省
を
行
っ
た
。
被
ら
は
と
も
に
双
方
を
引
き
裂
く
戦
争
を
経
験
し
、
 
 

画
然
と
し
た
対
立
関
係
に
あ
っ
た
が
、
相
互
を
知
る
こ
と
の
な
い
歴
史
的
 
 

な
境
遇
に
置
か
れ
て
い
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
哲
学
は
決
し
て
純
粋
な
思
 
 

弁
の
産
物
で
は
な
い
。
そ
れ
は
峻
厳
な
る
歴
史
的
な
危
機
か
ら
鍛
練
さ
れ
 
 

た
運
命
の
活
路
で
あ
る
。
京
都
学
派
の
学
者
ら
は
戦
後
の
政
治
的
禁
鍋
に
 
 

置
か
れ
て
も
、
な
お
そ
の
哲
学
を
沈
思
し
続
け
、
遂
に
学
術
界
に
お
い
て
、
 
 

国
際
的
な
注
目
を
浴
び
た
の
で
あ
る
。
新
儒
家
の
第
二
代
は
戦
後
間
も
な
 
 

く
国
民
党
と
共
産
覚
と
の
内
戦
に
巻
き
込
ま
れ
、
軍
勢
が
潰
え
て
南
方
に
 
 

敗
退
し
た
国
民
政
府
と
と
も
に
香
港
と
台
湾
に
亡
命
し
、
両
地
に
お
い
て
 
 

そ
の
学
統
を
枝
葉
の
よ
う
に
広
め
、
一
大
勢
力
の
学
派
を
樹
立
し
た
の
で
 
 

あ
る
。
新
儒
家
と
京
都
学
派
は
と
も
に
東
ア
ジ
ア
の
戦
乱
を
経
て
、
伝
統
 
 

に
立
脚
し
て
現
代
に
直
面
し
て
い
た
が
、
か
つ
て
対
面
し
て
語
り
合
う
機
 
 

会
を
一
度
も
持
た
な
か
っ
た
。
本
論
は
こ
の
遺
憾
を
補
い
、
新
儒
家
の
牟
 
 

理
性
、
空
性
、
歴
史
的
意
識
 
 

－
 
新
儒
家
と
京
都
学
派
と
の
哲
学
的
対
話
 
 

宗
三
 
二
九
〇
九
～
九
五
）
 
と
京
都
学
派
の
西
谷
啓
治
 
（
一
九
〇
〇
～
九
 
 

∩
〉
）
 
を
中
心
に
、
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
儒
家
の
 
「
理
性
」
 
の
立
場
と
仏
教
の
 
 

「
空
性
」
 
の
立
場
か
ら
、
自
ら
の
歴
史
的
意
識
を
い
か
に
形
成
し
て
構
築
 
 

し
た
の
か
を
考
察
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
考
察
の
重
点
は
そ
れ
 
 

ぞ
れ
西
谷
啓
治
の
戦
時
中
の
 
「
近
代
の
超
克
」
と
戦
後
の
 
「
空
の
歴
史
的
 
 

意
識
」
 
の
言
説
と
、
牟
宗
三
が
内
戦
後
執
筆
し
た
 
『
歴
史
哲
学
』
 
の
内
容
 
 

に
置
く
。
最
後
に
、
本
論
の
結
論
に
お
い
て
双
方
の
角
度
か
ら
両
者
を
解
 
 

き
明
か
し
、
両
者
の
過
失
を
他
山
の
石
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
半
 
 

世
紀
彼
の
反
響
に
置
か
れ
る
我
々
が
、
歴
史
と
哲
学
と
の
緊
張
関
係
を
反
 
 

省
し
思
考
す
る
よ
う
に
論
述
を
進
め
た
い
。
 
 

一
、
戦
争
、
現
代
、
歴
史
的
意
識
 
 

牟
宗
三
の
 
『
歴
史
哲
学
』
 
は
一
九
四
九
年
に
執
筆
さ
れ
始
め
た
。
こ
の
 
 

年
、
共
産
党
軍
は
長
江
を
渡
り
、
牟
氏
は
南
京
か
ら
杭
州
、
上
海
、
広
州
 
 

を
経
て
単
身
で
台
湾
に
渡
っ
た
。
一
九
五
〇
年
、
台
湾
師
範
学
院
 
（
後
の
 
 

台
湾
師
範
大
学
）
 
で
教
鞭
を
執
り
始
め
た
。
そ
の
二
年
後
、
山
九
五
二
年
 
 

鎮
 
囲
 
（
靡
 
欽
彬
訳
）
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に
、
『
歴
史
哲
学
』
が
完
成
さ
れ
た
。
『
五
十
自
適
』
に
お
い
て
、
牟
氏
は
 
 

そ
の
時
期
の
心
境
を
こ
う
叙
述
す
る
。
「
成
都
か
ら
共
産
党
の
渡
江
に
至
る
 
 

ま
で
、
こ
の
五
、
六
年
間
は
私
の
 
「
情
感
」
 
（
客
観
的
な
悲
し
い
気
持
ち
）
 
 

の
時
期
で
あ
る
。
来
台
後
、
私
は
こ
の
客
観
的
な
悲
し
い
気
持
ち
の
感
ず
 
 

る
所
に
拠
っ
て
 
「
具
体
的
な
解
倍
」
 
に
転
じ
、
華
族
文
化
生
命
の
本
性
、
 
 

発
展
、
欠
如
及
び
今
日
の
 
「
理
に
お
い
て
国
定
す
べ
き
所
」
 
の
形
態
を
整
 
 

理
し
て
解
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
族
生
命
の
方
途
を
決
定
し
た
の
で
 
 

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
情
感
か
ら
理
解
に
転
じ
た
の
で
あ
る
」
肌
。
そ
の
結
 
 

果
は
す
な
わ
ち
 
『
歴
史
哲
学
』
 
の
完
成
で
あ
る
。
当
時
の
歴
史
的
背
景
か
 
 

ら
す
れ
ば
、
中
国
は
八
年
に
わ
た
る
対
日
抗
戦
を
経
歴
し
、
危
う
く
滅
亡
 
 

す
る
寸
前
で
あ
っ
た
。
す
ぐ
引
き
続
き
内
戦
に
陥
り
、
国
民
政
府
は
一
路
 
 

敗
退
を
辿
り
、
遂
に
沿
海
地
域
に
亡
命
し
た
。
そ
の
あ
げ
く
、
共
産
党
政
 
 

権
が
成
立
し
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
の
唯
物
主
義
が
勝
利
を
収
め
た
の
 
 

で
あ
る
。
牟
氏
に
と
っ
て
、
唯
物
主
義
の
勝
利
は
中
国
文
化
精
神
の
ず
れ
 
 

と
苦
難
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
牟
氏
の
悲
憤
が
イ
エ
ス
・
 
 

キ
リ
ス
ト
の
 
「
上
の
方
へ
高
揚
し
て
下
っ
て
悪
魔
と
戦
う
」
精
神
に
相
応
 
 

し
た
の
は
、
「
天
上
の
父
」
を
持
定
す
る
の
で
は
な
く
、
「
華
族
の
歴
代
聖
 
 

人
が
代
々
受
け
継
い
で
表
現
し
た
所
の
文
化
生
命
」
を
筒
産
す
る
た
め
で
 
 

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
共
産
党
の
唯
物
論
と
唯
物
史
観
が
人
間
を
 
 

し
て
窒
息
さ
せ
る
こ
と
や
、
両
者
が
一
物
象
化
さ
れ
た
機
械
の
暴
虐
と
な
 
 

る
こ
と
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
反
共
の
激
烈
な
程
度
は
 
「
天
下
道
 
 

な
け
れ
ば
、
身
を
以
っ
て
道
に
殉
う
」
 
に
達
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
骨
。
牟
 
 

氏
は
そ
う
し
た
自
ら
の
直
面
す
る
歴
史
的
な
危
機
を
次
の
よ
う
に
考
え
 
 

た
∪
 
歴
代
聖
賢
が
引
き
継
ぐ
精
神
の
伝
統
が
順
調
に
現
代
化
を
発
展
さ
せ
 
 

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
中
図
は
民
族
の
本
質
を
尺
、
く
す
こ
と
も
、
現
 
 

代
同
家
を
建
設
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
に
至
っ
た
、
と
。
当
時
の
国
 
 

民
は
「
現
代
」
の
内
容
に
対
す
る
正
確
な
理
解
を
欠
い
て
い
た
。
し
た
が
っ
 
 

て
、
「
超
近
代
」
、
「
反
近
代
」
と
い
う
旗
印
を
掲
げ
る
共
産
覚
が
現
れ
て
、
 
 

「
現
代
」
を
資
本
主
義
の
撼
史
的
段
階
と
等
し
く
し
た
の
で
あ
る
〔
。
か
く
 
 

し
て
、
国
民
は
遂
に
「
現
代
」
は
「
新
式
流
行
」
の
概
念
で
は
な
く
、
「
価
 
 

値
内
容
」
を
有
す
る
概
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
 
 

で
あ
る
想
注
目
に
値
す
る
の
は
、
当
時
牟
氏
の
「
現
代
（
性
）
」
に
対
す
 
 

る
理
解
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
 
『
歴
史
哲
学
』
と
『
法
の
哲
学
』
 
の
影
響
を
受
け
 
 

て
お
り
、
彼
は
こ
れ
ら
を
借
り
て
中
国
の
内
型
の
学
を
反
省
し
、
そ
れ
に
回
 
 

帰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
科
学
と
民
主
を
内
容
と
す
る
新
た
な
外
王
の
学
 
 

を
切
り
開
き
、
こ
れ
を
も
っ
て
現
代
性
に
対
す
る
正
面
の
返
答
と
し
た
と
 
 

う
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

牟
氏
は
 
『
歴
史
哲
学
』
 
の
完
成
は
、
抗
戦
前
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
 
『
歴
史
哲
 
 

学
』
を
読
ん
だ
こ
と
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
自
ら
述
べ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
 
 

は
、
束
方
 
（
中
国
）
 
民
族
に
は
、
た
だ
「
そ
の
自
己
に
在
る
」
実
体
的
自
 
 

由
、
潜
在
的
自
由
、
理
の
上
の
自
由
が
あ
る
の
み
で
あ
り
、
「
そ
の
自
己
 
 

に
対
す
る
」
主
観
的
自
由
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
 
 

て
牟
氏
は
困
惑
せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
。
抗
戦
が
勝
利
を
収
め
た
の
ち
、
 
 

国
共
内
戦
が
引
き
続
き
勃
発
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
牟
氏
は
は
じ
め
て
 
 

こ
の
政
治
と
文
化
に
関
す
る
客
観
的
実
践
の
問
題
を
直
視
し
た
。
こ
れ
が
 
 

彼
が
来
台
後
に
 
『
歴
史
哲
学
』
を
完
成
し
た
背
景
で
あ
る
刷
．
。
ヘ
ー
ゲ
ル
 
 

は
断
儒
家
の
歴
史
的
意
識
を
理
解
す
る
た
め
の
入
り
口
で
あ
る
。
 
 

一
方
、
京
都
学
派
 
（
特
に
西
谷
啓
治
）
 
の
歴
史
に
対
す
る
意
識
は
、
戦
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争
時
期
と
戦
後
時
期
と
の
二
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
京
都
学
派
の
歴
史
哲
 
 

学
の
時
代
は
、
三
木
滴
の
 
『
歴
史
哲
学
』
が
一
九
三
二
年
に
出
版
さ
れ
た
 
 

の
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
日
中
戦
争
の
時
期
に
出
現
し
た
。
た
と
え
ば
、
 
 

高
坂
正
顕
の
 
『
歴
史
的
世
界
』
 
（
一
九
三
七
年
）
、
高
橋
里
美
の
 
『
歴
史
と
 
 

弁
証
法
』
二
九
三
九
年
）
、
田
辺
元
の
『
歴
史
的
現
実
』
二
九
四
〔
〕
年
）
、
 
 

鈴
木
成
高
の
 
『
歴
史
的
国
家
の
理
念
』
 
二
九
闘
二
年
）
、
西
谷
啓
治
の
 
 

『
世
界
観
と
国
家
観
』
 
（
一
九
四
一
年
）
 
な
ど
が
あ
る
「
 
こ
の
時
期
に
お
 
 

い
て
、
京
都
学
派
は
日
本
の
伝
統
文
化
に
回
帰
す
る
と
同
時
に
、
「
近
代
 
 

の
超
克
」
を
借
り
て
世
界
史
に
過
進
す
る
の
を
要
求
し
た
〕
 
こ
の
二
つ
の
 
 

方
向
に
矛
盾
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
し
か
も
十
分
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
 
 

で
き
る
。
一
九
閃
二
年
十
二
月
、
日
本
の
真
珠
湾
奇
襲
に
よ
っ
て
太
平
洋
 
 

戦
争
が
勃
発
し
、
京
都
学
派
の
世
界
史
哲
学
は
よ
う
や
く
歴
史
的
現
実
の
 
 

脈
動
に
貼
り
合
せ
て
、
前
線
に
赴
く
青
年
学
徒
に
実
存
的
な
宰
孔
と
慰
め
 
 

を
与
え
た
の
で
あ
る
三
 
 
 

京
都
学
派
の
世
界
史
哲
学
は
一
万
で
は
、
極
端
な
国
家
主
義
と
皇
道
哲
 
 

学
に
抵
抗
し
、
他
方
で
は
、
日
本
当
局
が
捷
出
し
た
「
大
東
亜
新
秩
序
」
 
 

に
対
し
て
、
世
界
史
と
主
体
性
の
立
場
か
ら
予
め
合
理
的
な
解
釈
を
与
え
 
 

た
〕
そ
の
樽
界
史
の
観
点
は
、
欧
米
を
中
心
と
す
る
世
界
観
二
特
に
帝
国
 
 

主
義
）
 
は
す
で
に
そ
の
極
限
と
末
路
を
現
し
て
い
る
の
を
指
摘
す
る
こ
と
 
 

に
あ
り
、
日
本
を
指
導
者
と
す
る
東
亜
協
同
体
は
極
力
多
元
的
な
世
界
新
 
 

秩
序
の
実
現
に
努
め
る
こ
と
に
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
と
大
東
亜
戦
争
は
、
 
 

ま
さ
に
新
世
界
史
の
必
然
性
か
ら
出
て
い
る
の
で
あ
る
■
U
 
こ
の
歴
史
の
時
 
 

刻
に
お
い
て
、
京
都
学
派
は
主
体
性
の
立
場
か
ら
歴
史
的
任
務
を
背
負
う
 
 

こ
と
を
呼
び
か
け
た
。
彼
ら
は
戦
争
を
欧
米
帝
国
主
義
に
反
抗
す
る
解
放
 
 戦

争
と
し
て
合
理
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
脈
絡
の
下
に
お
い
て
は
じ
め
 
 

て
西
谷
啓
治
が
当
時
「
世
界
史
は
今
日
本
を
召
喚
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
 
 

こ
と
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
想
 
 

一
九
四
一
年
十
一
月
か
ら
叫
九
四
二
年
の
十
〓
月
に
か
け
て
、
京
都
学
 
 

派
の
四
人
の
参
加
者
（
高
坂
正
顕
、
高
山
岩
男
、
鈴
木
成
高
、
西
谷
啓
治
）
 
 

は
そ
れ
ぞ
れ
「
世
界
史
的
立
場
と
日
本
」
、
「
東
亜
共
栄
圏
の
倫
理
性
と
歴
 
 

史
性
」
と
「
総
力
戦
の
哲
学
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
中
央
公
論
祉
が
主
催
 
 

し
た
座
談
会
に
お
い
て
議
論
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
は
翌
年
、
『
世
界
史
 
 

的
立
場
と
日
本
』
 
に
収
録
さ
れ
、
出
版
さ
れ
た
∵
初
版
で
二
力
五
千
冊
も
 
 

販
売
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
人
々
の
注
目
を
集
め
た
で
あ
ろ
う
こ
 
 

と
が
薙
が
え
る
。
 
 
 

「
世
界
史
的
立
場
と
日
本
」
 
と
い
う
題
目
の
第
一
回
座
談
会
は
、
ま
ず
 
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
二
十
世
紀
に
陥
っ
て
い
る
危
機
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
 
 

心
と
す
る
歴
史
観
の
破
滅
に
あ
る
と
し
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
日
本
の
世
界
 
 

史
的
主
体
性
の
地
位
を
獲
得
す
る
契
機
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
近
代
ヨ
一
 
 

口
ー
ソ
パ
の
世
界
史
に
お
け
る
支
配
的
地
位
は
そ
の
科
学
実
証
主
義
に
由
来
 
 

し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
、
植
民
地
主
義
と
帝
国
主
義
を
も
た
ら
し
た
 

こ
れ
は
そ
の
矛
盾
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
次
に
、
近
代
西
洋
の
啓
豪
主
義
 
 

と
人
文
主
義
 
（
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）
 
も
科
学
と
宗
教
と
の
問
に
対
立
を
も
 
 

た
ら
し
た
。
こ
れ
は
ま
た
そ
の
矛
盾
の
一
つ
で
あ
る
、
U
 
こ
れ
ら
近
代
酉
洋
 
 

の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に
、
京
都
学
派
は
歴
史
主
義
の
進
路
に
沿
っ
て
、
 
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
主
義
を
超
越
す
る
こ
と
を
提
出
し
た
u
 
こ
こ
に
お
い
 
 

て
、
京
都
学
派
は
束
方
の
「
絶
対
無
」
と
い
う
観
念
を
も
っ
て
多
元
的
世
 
 

界
の
新
秩
序
を
統
一
す
る
最
高
原
理
と
し
た
の
で
あ
る
章
。
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「
絶
対
無
」
と
い
う
概
念
を
実
践
的
原
理
と
す
る
た
め
に
、
京
都
学
派
 
 

は
ラ
ン
ケ
（
訂
O
p
O
－
d
召
n
野
口
k
e
、
山
七
九
五
～
一
八
八
六
）
の
「
道
義
 
 

的
生
命
力
」
 
（
S
Q
邑
許
ぎ
穿
丸
亀
乳
と
い
う
概
念
を
援
用
し
、
戦
争
を
 
 

「
力
」
と
い
う
段
階
か
ら
「
道
徳
」
と
い
う
段
階
に
高
め
、
さ
ら
に
「
道
 
 

徳
」
を
も
っ
て
「
力
」
 
の
指
導
原
則
と
し
、
最
終
的
に
突
然
的
な
「
力
」
 
 

と
当
然
な
る
「
道
徳
」
と
の
矛
盾
を
統
一
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
京
都
 
 

学
派
は
明
ら
か
に
戦
争
を
道
徳
化
し
た
の
で
あ
る
㈱
。
戦
争
を
道
徳
化
し
 
 

た
言
論
は
引
き
続
き
、
「
東
亜
共
栄
圏
の
倫
理
性
と
歴
史
性
」
と
い
う
超
 
 

目
の
第
二
回
座
談
会
に
現
れ
た
。
そ
こ
で
は
さ
ら
に
支
那
事
変
は
す
な
わ
 
 

ち
道
徳
の
戦
争
で
あ
り
、
大
東
亜
戦
争
は
す
な
わ
ち
東
洋
道
徳
と
西
洋
道
 
 

徳
と
の
戦
争
で
あ
る
と
言
明
さ
れ
て
い
る
。
世
界
史
の
未
来
は
つ
ま
り
道
 
 

徳
の
問
題
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
豊
 
 

一
九
四
二
年
六
月
、
日
本
海
軍
が
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
で
大
敗
を
喫
し
、
戦
 
 

争
の
形
勢
は
逆
転
し
た
。
同
年
十
一
月
に
行
わ
れ
る
第
三
回
座
談
会
に
お
 
 

い
て
、
京
都
学
派
は
 
「
総
力
戦
の
哲
学
」
 
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
議
論
 
 

を
し
、
再
び
戦
争
を
軍
事
面
か
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
段
階
に
高
め
た
。
鈴
 
 

木
成
高
は
 
「
市
民
的
・
資
本
主
義
的
秩
序
、
そ
う
い
う
構
造
を
も
っ
た
国
 
 

家
が
崩
壊
し
て
ゆ
く
。
或
は
、
近
代
の
世
界
観
と
い
う
も
の
が
崩
壊
し
て
 
 

ゆ
く
。
…
…
総
じ
て
近
代
が
行
語
っ
た
と
こ
ろ
に
総
力
戦
が
あ
る
、
つ
ま
 
 

り
総
力
戦
は
近
代
の
超
克
だ
」
冊
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
戦
争
は
、
 
 

現
代
性
を
超
克
す
る
歴
史
的
任
務
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

現
代
性
を
超
克
す
る
東
洋
倫
理
に
つ
い
て
、
高
山
岩
男
は
座
談
会
に
お
 
 

い
て
そ
れ
は
善
悪
、
相
対
を
超
え
る
大
乗
的
立
場
に
あ
り
、
決
し
て
善
悪
、
 
 

相
対
を
も
つ
小
乗
的
立
場
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
。
倫
理
と
い
う
段
階
に
 
 

降
り
て
、
こ
の
大
乗
精
神
は
、
「
無
我
」
或
は
 
「
絶
対
無
」
 
の
費
任
感
と
 
 

し
て
現
れ
る
。
こ
の
 
「
絶
対
無
」
或
は
「
無
我
」
は
、
ま
さ
し
く
絶
対
の
 
 

自
発
性
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
絶
対
の
服
従
で
あ
る
（
川
。
か
く
し
て
、
仏
教
 
 

の
 
「
無
我
」
観
は
京
都
学
派
が
戦
時
動
員
に
呼
応
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
 
 

な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

現
代
性
の
超
克
に
つ
い
て
、
西
谷
啓
治
と
鈴
木
成
高
は
ま
た
一
九
四
二
 
 

年
七
月
に
、
『
文
学
界
』
 
が
主
催
し
た
 
「
近
代
の
超
克
」
と
い
う
座
談
会
 
 

に
参
加
し
た
。
こ
の
座
談
会
に
お
い
て
、
参
加
者
全
員
が
、
太
平
洋
戦
争
 
 

は
近
代
西
欧
か
ら
脱
却
す
る
戦
争
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
 
 

い
か
に
し
て
文
明
開
化
の
 
「
日
本
的
近
代
」
を
克
服
す
る
か
と
い
う
問
題
 
 

に
関
し
て
、
京
都
学
派
は
、
国
粋
主
義
の
路
線
に
賛
同
で
き
ず
、
日
本
が
 
 

世
界
史
の
立
場
に
前
進
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
脚
。
 
 
 

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
西
谷
啓
治
の
次
の
よ
う
な
指
摘
で
あ
る
。
つ
 
 

ま
り
、
西
洋
の
現
代
性
は
、
宗
教
改
革
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
、
自
然
科
学
と
 
 

い
う
三
つ
の
潮
流
が
合
一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
が
、
三
者
は
相
 
 

互
に
対
立
す
る
た
め
、
科
学
、
文
化
、
宗
教
の
三
者
の
間
に
矛
盾
衝
突
を
 
 

も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
超
克
の
道
は
こ
の
指
摘
の
よ
う
に
、
 
 

ま
さ
に
宗
教
か
ら
着
手
し
て
主
体
性
に
深
く
立
ち
入
り
、
「
主
体
的
無
」
 
 

の
立
場
を
直
接
に
証
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
無
の
主
体
性
は
ま
た
 
「
無
 
 

我
」
、
「
無
心
」
、
「
其
我
」
と
い
う
。
西
谷
に
よ
れ
ば
、
我
々
は
た
だ
こ
の
 
 

「
無
の
主
体
性
」
 
に
立
脚
し
て
は
じ
め
て
其
の
科
学
と
文
化
を
成
就
し
、
 
 

現
代
性
の
内
在
的
分
裂
を
解
消
し
、
新
し
い
世
界
秩
序
を
構
築
す
る
こ
と
 
 

が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
冊
。
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二
、
亡
霊
と
し
て
の
へ
Ⅰ
ゲ
ル
歴
史
哲
学
‖
 
 

一
九
四
∴
年
代
の
中
国
に
お
い
て
、
政
治
的
現
賽
に
せ
よ
意
識
形
態
に
 
 

せ
よ
、
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
が
こ
れ
ら
を
主
導
す
る
力
と
な
っ
て
い
た
 

伝
統
主
遜
の
斯
儒
家
に
と
っ
て
、
唯
物
史
観
と
五
四
運
動
の
反
伝
統
の
立
 
 

場
は
一
脈
相
伝
で
あ
り
、
共
産
覚
政
権
の
幌
起
を
招
来
し
て
禍
を
為
し
た
 
 

こ
と
は
、
日
本
の
中
岡
侵
略
よ
り
甚
だ
し
い
も
の
が
あ
る
、
l
 
そ
の
原
因
は
、
 
 

唯
物
史
観
と
唯
物
弁
証
法
が
 
「
中
国
文
化
と
歴
代
の
聖
翳
に
対
し
て
過
激
 
 

で
過
酷
な
抹
殺
を
行
っ
た
」
“
い
こ
と
に
あ
る
。
単
票
三
は
、
共
産
党
の
唯
 
 

物
論
は
現
代
版
の
 
「
準
夷
の
塀
」
 
の
夷
狭
文
化
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
華
族
 
 

文
化
の
破
壊
者
で
あ
る
と
考
え
た
／
平
氏
が
当
時
ヘ
ー
ゲ
ル
の
精
神
哲
学
 
 

を
訴
え
て
破
く
唯
物
史
観
を
批
判
し
た
こ
と
ば
、
そ
の
文
化
保
守
主
義
の
 
 

立
場
か
ら
で
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
 
 
 

ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
歴
史
を
粕
神
の
発
展
段
階
で
あ
る
と
見
な
す
観
点
 
 

は
、
ち
ょ
う
ど
儒
家
が
歴
史
を
天
道
流
行
の
過
程
と
見
な
す
こ
と
に
符
合
 
 

す
る
ハ
 
し
か
る
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
世
界
史
観
で
は
、
蘭
方
の
中
国
は
僅
 
 

か
に
精
神
の
発
展
の
出
発
点
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
J
 
こ
れ
は
そ
の
政
 
 

柄
体
制
か
ら
窺
え
る
 
東
方
の
専
制
圭
戯
に
お
い
て
、
皇
帝
「
∵
人
」
 
の
 
 

み
自
由
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
と
ロ
ー
マ
の
民
主
制
と
蔚
族
制
に
お
い
て
、
 
 

「
あ
る
人
た
ち
」
は
自
由
で
あ
り
、
ゲ
ル
マ
ン
の
君
主
共
和
制
に
お
い
て
、
 
 

「
あ
ら
ゆ
る
人
」
は
自
由
で
あ
る
¶
】
 
へ
】
ゲ
ル
の
歴
史
的
事
実
に
関
す
 
 

る
判
断
の
儲
叢
如
何
は
と
も
あ
れ
、
中
国
文
明
は
未
だ
妾
体
性
を
発
展
さ
 
 

せ
て
お
ら
ず
、
と
り
わ
け
法
律
の
室
体
と
政
治
の
草
体
を
欠
い
て
い
る
も
 
 

の
と
さ
れ
た
。
こ
の
点
は
、
中
国
が
現
代
的
国
家
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
 
 

間
項
と
密
接
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
歴
史
に
お
い
て
、
中
国
は
早
い
時
 
 

期
に
 
「
一
統
を
た
っ
と
ぶ
」
国
家
と
し
て
発
展
し
、
皇
帝
は
そ
の
統
三
園
 
 

家
の
中
心
で
あ
り
、
そ
の
人
民
は
か
え
っ
て
こ
の
中
心
に
吸
い
込
ま
れ
る
 
 

た
め
、
独
立
性
と
主
体
的
自
由
を
欠
い
て
い
た
。
〉
個
体
に
お
け
る
独
立
惰
 
 

と
主
体
的
自
由
の
欠
乏
は
、
全
体
と
し
て
の
帝
団
内
部
が
 
「
差
異
」
を
形
 
 

成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
至
る
所
に
あ
る
「
統
〓
と
の
均
衡
を
保
 
 

つ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
由
来
す
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
「
合
理
的
な
 
 

国
家
で
あ
る
な
ら
ば
、
み
な
自
分
自
身
を
表
現
す
る
に
足
る
区
分
を
も
つ
。
 
 

個
体
は
主
体
的
自
由
を
獲
得
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
分
別
に
嘗
 
 

観
的
な
形
式
を
擢
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
㍍
と
指
摘
す
る
し
 
そ
し
て
、
 
 

こ
れ
を
根
拠
と
し
て
、
中
国
文
明
で
は
、
未
だ
客
観
性
を
有
す
る
差
異
と
 
 

分
別
の
出
現
に
よ
っ
て
、
個
体
の
独
立
と
自
由
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
が
な
 
 

い
と
続
け
る
″
以
上
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
中
国
の
歴
史
文
朗
に
対
す
る
批
評
の
 
 

要
点
で
あ
る
。
 
 
 

上
述
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
批
評
は
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
 
 

と
、
牟
氏
は
考
え
た
 
だ
が
、
按
は
完
全
に
賛
成
し
た
わ
け
で
も
な
か
っ
 
 

た
■
卑
氏
が
完
全
に
賛
成
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
車
図
の
歴
史
に
お
い
て
、
 
 

個
体
は
も
と
よ
り
政
治
面
と
法
律
面
で
は
、
独
立
と
主
体
的
自
由
を
籍
得
 
 

し
た
こ
と
が
な
い
も
の
の
、
こ
れ
は
ほ
か
の
方
面
で
も
独
立
と
主
体
的
自
 
 

由
を
獲
得
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
 
 

る
「
牟
氏
は
、
棉
神
的
実
体
の
中
国
の
歴
史
に
お
け
る
発
展
は
高
度
な
道
 
 

徳
的
主
体
の
自
由
と
芸
術
的
主
体
の
自
由
を
表
し
て
い
る
と
強
調
す
る
 

車
氏
は
、
精
神
の
歴
史
に
お
け
る
発
展
は
三
つ
の
形
式
に
よ
っ
て
可
能
と
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な
る
と
考
え
た
。
そ
れ
ら
は
す
な
わ
ち
分
析
的
な
尺
、
理
の
精
神
、
綜
合
的
 
 

な
尽
理
の
精
神
と
綜
合
的
な
尺
、
気
の
精
神
で
あ
る
。
西
洋
の
歴
史
の
す
ぐ
 
 

れ
た
所
は
 
「
分
析
的
な
尺
、
理
の
精
神
」
 
の
表
現
で
あ
り
、
中
国
の
歴
史
の
 
 

す
ぐ
れ
た
所
は
「
綜
合
的
な
尽
理
の
精
神
」
と
「
綜
合
的
な
尽
気
の
精
神
」
 
 

の
表
現
で
あ
る
。
分
析
的
な
尺
、
理
の
精
神
は
政
治
、
法
律
、
数
理
、
科
学
 
 

の
上
に
表
現
さ
れ
、
綜
合
的
な
尽
埋
の
精
神
は
遺
徳
の
上
に
表
現
さ
れ
、
 
 

綜
合
的
な
尽
気
の
精
神
は
つ
ま
り
芸
術
創
造
の
上
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
 
 

西
洋
の
分
析
的
な
精
神
の
表
現
に
お
い
て
、
普
遍
性
と
個
体
性
は
分
裂
し
 
 

て
い
る
た
め
、
対
立
性
と
闘
争
性
を
持
つ
。
し
か
る
に
、
中
国
の
綜
合
的
 
 

な
精
神
の
表
現
に
お
い
て
、
個
体
が
実
現
す
る
所
の
普
遍
性
（
普
遍
的
な
 
 

理
と
普
遍
的
な
美
）
 
は
必
然
に
「
具
体
的
な
普
遍
」
 
で
あ
り
、
た
だ
知
性
 
 

と
対
照
に
な
る
「
抽
象
的
な
普
遍
」
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
脚
じ
西
洋
 
 

文
化
の
発
展
に
は
「
綜
合
的
な
尽
理
の
精
神
」
が
欠
け
て
い
る
の
に
対
し
 
 

て
、
中
国
文
化
に
は
 
「
分
析
的
な
尽
理
の
精
神
」
 
が
欠
け
て
い
る
。
両
者
 
 

に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な
す
ぐ
れ
た
点
が
あ
る
と
同
時
に
偏
頗
が
あ
る
。
こ
れ
 
 

ら
を
相
互
に
補
完
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
両
者
と
も
完
全
に
な
る
と
も
 
 

考
え
ら
れ
る
が
、
逆
に
、
両
者
が
対
抗
す
れ
ば
、
共
倒
れ
に
な
る
。
牟
氏
 
 

は
ま
さ
に
こ
こ
か
ら
中
国
と
西
洋
と
の
文
化
の
融
合
の
可
能
性
を
見
出
し
 
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

で
は
、
「
綜
合
的
な
尺
、
理
の
精
神
」
 
と
は
何
か
。
牟
第
三
は
お
よ
そ
道
 
 

徳
か
ら
政
治
、
内
型
か
ら
外
王
ま
で
の
連
続
性
が
同
一
理
性
の
上
に
確
立
 
 

さ
れ
て
い
る
以
上
、
い
ず
れ
も
「
結
合
的
な
尽
埋
の
精
神
」
 
の
表
現
で
あ
 
 

る
と
考
え
た
。
彼
は
い
う
。
 
 
 

こ
こ
の
「
綜
合
」
と
い
う
言
柴
は
、
上
の
 
「
上
下
は
通
徹
し
、
内
外
 
 
 

は
貫
通
す
る
」
と
い
う
一
義
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
る
。
「
尺
、
理
」
 
 

と
い
う
言
葉
は
、
す
な
わ
ち
筍
子
が
説
く
所
の
 
「
聖
人
は
愉
を
尺
、
く
 
 
 

す
も
の
な
り
。
王
者
は
糾
を
尽
く
す
も
の
な
り
」
、
及
び
孟
子
が
説
 
 

く
所
の
「
其
の
心
を
尽
く
す
者
は
、
其
の
性
を
知
る
べ
し
」
、
『
中
庸
』
 
 

に
い
う
所
の
己
を
尽
く
す
性
、
人
を
尺
、
く
す
性
、
物
を
尺
、
く
す
性
な
 
 
 

ど
か
ら
綜
合
さ
れ
、
摂
取
さ
れ
て
成
り
立
っ
た
も
の
で
あ
る
。
尽
心
、
 
 
 

尺
、
性
、
尽
倫
、
尺
、
利
こ
れ
ら
す
べ
て
を
お
お
ま
か
に
述
べ
る
た
め
に
、
 
 

尺
、
埋
を
も
ち
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尽
心
と
尽
性
は
、
仁
義
の
 
 

内
在
す
る
心
性
か
ら
い
う
も
の
で
あ
る
。
尺
、
倫
と
尺
、
制
は
、
す
な
わ
 
 

ち
社
会
の
礼
利
か
ら
い
う
も
の
で
あ
る
。
両
者
は
突
を
い
え
ば
血
事
 
 

で
あ
る
。
尺
、
心
と
尽
性
は
、
必
ず
礼
楽
の
礼
別
の
中
で
尽
く
す
べ
き
 
 

で
あ
る
。
し
か
も
、
尽
倫
、
尺
、
制
も
こ
れ
に
よ
っ
て
、
仁
義
の
内
在
 
 

す
る
心
性
を
尺
、
く
す
こ
と
と
な
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
て
、
心
、
 
 
 

性
、
倫
、
制
の
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
は
み
な
理
性
的
な
生
命
、
 
 

道
徳
的
な
生
命
の
発
す
る
所
で
あ
る
故
、
す
べ
て
「
理
」
と
い
う
べ
 
 

き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
こ
れ
は
一
事
で
あ
る
」
と
い
う
尽
理
と
 
 
 

は
、
す
な
わ
ち
「
綜
合
的
な
尺
、
理
」
で
あ
る
品
 
 

同
二
理
性
は
理
論
的
 
（
知
性
的
）
 
な
作
用
を
有
す
る
こ
と
で
、
科
学
と
 
 

民
主
を
切
り
開
く
こ
と
も
で
き
る
し
、
ま
た
同
時
に
実
践
的
な
作
用
を
有
 
 

す
る
こ
と
で
、
道
徳
を
開
く
こ
と
も
で
き
る
。
同
二
理
性
の
実
現
で
は
、
 
 

典
の
道
徳
は
必
然
的
に
科
学
と
民
主
と
の
発
展
を
内
包
し
、
東
の
科
学
と
 
 

民
主
は
必
ず
道
徳
に
適
わ
な
い
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
人
領
域
の
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迫
徳
と
公
共
領
域
の
政
治
と
の
間
に
は
、
画
然
と
し
た
分
離
が
あ
り
得
な
 
 

い
。
両
者
を
、
お
互
い
の
連
続
性
と
整
合
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
理
解
 
 

す
べ
き
で
あ
る
（
）
 
こ
れ
は
中
国
の
伝
統
的
な
見
方
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
 
 

ら
ず
、
道
徳
界
と
自
然
界
は
近
代
西
洋
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
禎
 
 

域
に
属
す
る
が
、
古
代
中
国
の
 
「
天
人
合
二
 
の
世
界
観
に
お
い
て
は
、
 
 

連
続
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
牟
氏
は
こ
の
中
国
古
代
文
 
 

化
に
お
け
る
個
人
領
域
と
公
共
領
域
に
基
づ
い
て
、
道
徳
靡
と
自
然
界
を
 
 

区
分
せ
ず
し
て
両
者
を
せ
合
的
に
見
て
、
そ
れ
を
「
綜
合
的
な
尺
、
理
の
精
 
 

神
」
 
と
称
す
る
じ
 
 
 

論
櫻
的
に
い
え
ば
、
先
に
分
析
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
綜
合
が
あ
る
。
し
 
 

か
る
に
、
應
史
に
お
い
て
は
、
往
々
に
し
て
先
に
綜
合
が
あ
っ
て
、
の
ち
 
 

に
分
析
が
あ
る
の
で
あ
る
。
牟
氏
は
、
中
国
の
歴
史
は
た
だ
綜
合
的
な
尽
 
 

理
の
表
現
が
あ
る
の
み
で
、
政
治
で
は
壁
な
る
君
主
と
賢
明
な
る
宰
相
を
 
 

理
想
と
す
る
た
め
に
民
主
政
治
を
開
く
こ
と
も
で
き
な
け
れ
ば
、
近
代
西
 
 

欧
の
科
学
を
生
み
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
の
は
、
主
と
し
て
 
「
分
析
的
な
 
 

尺
、
理
の
精
神
」
 
の
欠
乏
に
由
来
す
る
と
考
え
た
。
 
 

こ
こ
の
 
「
分
析
」
と
い
う
言
葉
は
、
「
智
の
観
解
」
に
よ
っ
て
規
定
 
 

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
に
は
、
∴
抽
象
的
な
意
味
が
含
 
 

ま
れ
る
。
つ
ま
り
、
抽
象
が
あ
れ
ば
、
具
体
的
な
物
を
開
い
て
、
こ
 
 

れ
を
打
ち
破
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〕
 
二
、
偏
重
の
意
味
が
含
ま
れ
 
 

る
。
つ
ま
り
、
抽
象
が
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
捨
象
が
あ
る
。
一
方
を
 
 

抜
き
出
し
た
り
、
他
方
を
捨
て
去
っ
た
り
す
れ
ば
、
必
ず
い
ず
れ
か
 
 

に
偏
る
こ
と
に
な
る
。
三
、
「
概
念
」
を
使
用
し
、
概
念
の
避
に
従
 
 

う
こ
と
に
よ
っ
て
前
進
す
る
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
る
。
…
…
つ
ま
 
 

り
、
分
析
の
行
進
は
概
念
の
内
容
と
外
延
の
限
定
に
お
い
て
、
次
か
 
 

ら
次
へ
と
前
進
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
意
味
を
も
っ
て
さ
ら
 
 

に
い
え
ば
、
分
析
の
精
神
は
き
ち
ん
と
し
て
お
り
、
各
層
で
一
々
限
 
 
 

定
的
で
あ
る
U
…
…
「
分
析
的
な
尺
、
理
」
 
の
 
「
尽
理
」
に
至
っ
て
、
 
 

そ
の
内
溶
か
ら
い
え
ば
、
自
ず
か
ら
論
理
、
数
学
、
科
学
を
主
と
す
 
 

る
。
も
し
、
ひ
っ
く
る
め
て
こ
れ
を
い
え
ば
、
す
な
わ
ち
そ
の
尽
く
 
 
 

す
理
は
、
大
体
超
越
に
し
て
外
在
の
理
で
あ
り
、
或
は
観
解
の
智
の
 
 

ひ
た
す
ら
推
え
よ
う
と
す
る
 
「
こ
れ
は
何
で
あ
る
か
」
 
の
対
象
を
主
 
 
 

と
し
て
格
別
に
明
ら
か
に
し
た
「
有
」
の
理
で
あ
る
。
俳
 
 

牟
氏
は
か
つ
て
わ
ぎ
わ
ぎ
自
ら
の
使
用
す
る
「
綜
合
」
と
「
分
析
」
は
、
 
 

論
理
上
の
用
法
に
限
定
す
べ
き
で
も
な
け
れ
ば
、
歴
史
の
範
囲
に
限
定
す
 
 

べ
き
で
も
な
い
と
述
べ
、
そ
れ
は
異
な
る
文
化
の
系
統
の
形
成
が
依
拠
す
 
 

る
所
の
精
神
的
な
表
現
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
た
誉
換
言
す
れ
 
 

ば
、
こ
れ
は
精
神
哲
学
の
用
法
で
あ
る
。
牟
氏
は
儒
道
釈
三
家
の
哲
学
を
 
 

「
分
析
的
な
尽
埋
の
精
神
」
に
関
連
づ
け
て
こ
う
分
析
し
た
二
二
家
は
い
 
 

ず
れ
も
分
析
的
な
「
概
念
の
心
霊
」
を
具
備
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
 
 

知
性
の
積
極
的
な
価
値
を
直
視
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
と
じ
 
こ
の
分
析
 
 

的
な
尽
埋
の
精
神
を
欠
い
て
い
る
た
め
に
、
中
国
は
論
理
、
数
理
、
科
学
 
 

を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
み
な
ら
ず
、
法
律
制
度
か
ら
現
代
化
の
 
 

国
家
を
建
設
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
中
国
近
代
の
歴
史
に
お
け
る
困
窮
 
 

と
苦
難
は
、
す
べ
て
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
響
 
 
 

注
意
に
値
す
る
の
は
、
牟
氏
は
中
国
と
西
洋
と
の
歴
史
文
化
の
比
較
、
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選
択
に
対
し
て
色
濃
い
 
「
教
相
判
釈
」
 
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
 
 

と
で
あ
る
り
中
国
の
歴
史
発
展
を
主
導
す
る
の
は
 
「
綜
合
的
な
尽
理
の
精
 
 

神
」
で
あ
る
故
、
こ
れ
を
「
固
に
し
て
神
な
り
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
一
 

西
欧
の
歴
史
を
主
導
す
る
の
は
 
「
分
析
的
な
尽
埋
の
精
神
」
 
で
あ
る
故
、
 
 

こ
れ
を
 
「
方
な
る
が
ゆ
え
に
智
な
り
」
 
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
の
 
 

文
化
は
「
盈
満
な
形
態
」
 
で
あ
る
故
、
こ
れ
を
「
盈
教
」
と
称
す
る
こ
と
 
 

が
で
き
る
管
絃
著
の
文
化
は
「
隔
離
し
た
形
態
」
で
あ
る
紋
、
こ
れ
を
 
 

「
離
殿
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
ハ
」
 
こ
の
よ
う
な
単
氏
の
比
較
文
化
の
 
 

「
教
相
判
釈
」
は
、
彼
の
後
期
思
想
に
至
っ
て
仏
教
の
 
「
閏
教
」
と
 
「
別
 
 

殿
」
と
い
う
区
分
に
変
っ
た
。
牽
氏
の
歴
史
的
慈
識
の
形
成
は
、
大
体
そ
 
 

の
 
「
教
椙
判
釈
」
 
の
立
場
か
ら
来
て
い
る
た
め
、
我
々
は
彼
の
歴
史
哲
学
 
 

を
「
教
椙
判
釈
の
歴
史
哲
学
」
 
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

「
綜
合
的
な
尽
気
の
精
神
」
 
に
至
っ
て
は
、
牟
氏
は
 
「
厚
情
、
尽
才
、
 
 

尺
、
気
」
を
も
っ
て
規
定
す
る
．
も
し
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
呼
応
し
て
い
え
ば
、
 
 

こ
の
尺
、
気
の
精
神
は
ま
さ
に
 
「
実
の
自
由
」
を
表
現
す
る
芸
術
的
な
精
神
 
 

で
あ
る
′
 
牟
氏
は
こ
の
尺
、
気
の
精
神
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
 

業
の
自
由
は
…
…
常
に
㌢
能
の
飛
躍
で
あ
り
、
気
質
の
鼓
動
で
あ
る
 

そ
れ
は
た
ガ
∴
 
つ
の
 
「
全
休
」
を
表
現
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
 
故
 
 

に
、
そ
の
内
在
の
巨
体
と
そ
の
憧
れ
る
所
の
形
而
上
的
な
埋
の
境
地
 
 

と
は
、
み
な
感
触
状
健
あ
中
に
混
交
し
、
融
合
す
る
し
絶
対
は
未
だ
 
 

「
自
然
」
 
か
ら
分
離
し
て
取
り
出
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
内
在
の
主
 
 

体
は
粗
体
の
申
に
付
督
し
、
相
互
に
交
じ
り
合
う
こ
と
に
よ
り
、
一
 
 

つ
と
な
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
」
 
L
た
が
っ
て
、
か
か
る
内
在
の
主
 
 

体
は
、
確
実
な
独
立
の
境
地
に
至
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
 
 

る
。
才
、
情
、
気
は
、
い
ず
れ
も
精
神
の
気
質
で
あ
る
。
故
に
、
才
 
 
 

を
尺
、
く
す
者
は
、
必
ず
才
能
を
露
に
す
る
。
情
を
尺
、
く
す
者
は
、
必
 
 

ず
惜
を
過
ぎ
る
じ
気
を
尺
、
く
す
者
は
、
必
ず
血
気
に
任
せ
て
振
舞
う
。
 
 

そ
の
才
能
を
も
っ
て
世
間
に
腐
り
、
情
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
悲
 
 

し
か
っ
た
り
笑
っ
た
り
し
、
そ
の
気
を
振
る
う
こ
と
に
よ
っ
て
世
間
 
 

を
排
斥
す
る
「
一
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
生
命
の
突
出
で
あ
り
、
 
 

し
か
も
物
象
化
し
た
惰
性
を
押
し
出
し
て
揺
れ
動
か
せ
る
も
の
で
あ
 
 

る
じ
 
た
だ
才
を
尺
、
く
す
者
は
、
必
ず
生
命
の
充
満
に
頼
っ
て
は
じ
め
 
 

て
こ
れ
を
尽
く
す
に
足
り
る
。
憤
を
尽
く
す
者
と
気
を
尽
く
す
者
も
、
 
 

ま
た
し
か
り
で
あ
る
。
生
命
が
盛
大
で
あ
る
の
は
、
す
な
わ
ち
そ
の
 
 

強
さ
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
）
 
そ
れ
は
二
質
に
限
る
の
み
で
、
再
び
出
 
 

現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
生
命
が
枯
渇
す
れ
ば
、
才
能
を
露
に
す
 
 

る
者
は
、
必
ず
才
能
を
物
象
化
し
て
才
能
な
き
に
陥
り
、
惜
を
過
ぎ
 
 

る
者
は
、
必
ず
情
を
物
象
化
し
て
偶
を
振
る
う
こ
と
も
な
く
な
り
、
 
 

血
気
に
任
せ
て
行
動
す
る
沓
は
、
必
ず
気
を
物
象
化
し
て
如
刈
を
失
う
 
 

こ
と
と
な
る
。
こ
の
故
に
、
才
を
尽
く
す
者
、
情
を
尽
く
す
者
、
気
 
 

を
尺
、
く
す
老
に
、
い
ず
れ
も
限
度
が
あ
る
の
で
あ
る
∴
誉
 
 

基
本
的
に
牟
氏
は
当
時
、
理
学
家
の
 
「
埋
気
二
元
」
 
の
考
え
方
を
採
用
 
 

し
、
埋
は
普
遍
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
気
は
特
殊
的
で
あ
り
、
換
言
す
 
 

れ
ば
、
櫻
は
形
而
上
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
気
は
形
而
下
的
で
あ
る
と
 
 

考
え
た
管
 
理
学
家
の
主
流
、
た
と
え
ば
朱
濱
の
ご
と
き
な
ど
も
、
み
な
 
 

理
は
気
に
対
し
て
健
位
に
位
置
づ
け
た
。
「
理
の
気
に
お
け
る
や
、
な
お
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人
の
馬
に
お
け
る
が
ご
と
し
」
と
は
、
つ
ま
り
気
が
理
の
調
節
を
受
け
る
 
 

の
は
、
あ
た
か
も
馬
が
人
の
制
御
を
受
け
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
 
 

意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
牟
氏
は
 
「
才
、
情
、
気
は
も
し
尺
、
性
と
尺
、
愉
の
 
 

中
に
表
現
さ
れ
れ
ば
、
古
典
的
な
人
格
の
類
型
と
な
る
。
忠
臣
孝
子
、
貞
 
 

女
、
杜
帝
の
よ
う
な
詩
聖
に
至
る
ま
で
は
、
み
な
こ
の
よ
う
な
類
型
で
あ
 
 

る
」
m
と
い
っ
た
所
以
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
才
、
情
、
気
は
も
し
理
性
 
 

の
節
制
を
受
け
な
け
れ
ば
、
政
治
に
お
い
て
は
、
「
天
下
を
取
る
」
と
い
 
 

う
よ
う
な
局
面
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
中
国
の
歴
史
は
か
く
し
て
治
乱
の
 
 

循
環
に
流
さ
れ
、
た
だ
革
命
が
あ
る
の
み
で
変
法
が
な
い
と
い
う
の
は
、
 
 

そ
の
明
ら
か
な
証
拠
で
あ
る
。
も
し
尽
気
の
み
で
、
未
だ
よ
く
分
析
的
な
 
 

尽
理
の
精
神
を
も
っ
て
客
観
的
な
法
律
制
度
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
 
 

い
な
ら
ば
、
混
乱
し
た
局
面
に
直
面
す
る
た
び
に
、
そ
の
俊
秀
な
人
は
気
 
 

節
の
あ
る
人
と
な
り
、
そ
う
で
な
い
人
は
世
俗
を
離
れ
た
風
流
な
話
を
好
 
 

む
人
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
全
く
治
乱
の
憩
性
循
環
に
役
に
立
た
な
い
の
で
 
 

あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
牟
氏
は
こ
の
悪
性
の
歴
史
循
環
を
超
克
し
脱
出
 
 

す
る
た
め
に
、
た
だ
分
析
的
な
尺
、
理
の
精
神
を
直
視
し
て
筒
定
し
、
一
方
 
 

で
は
科
学
を
開
き
、
他
方
で
は
民
主
的
な
政
体
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
る
 
 

の
み
で
あ
る
と
指
摘
す
る
卿
。
 
 
 

牟
氏
の
 
「
分
析
的
な
尺
、
理
の
精
神
」
 
に
対
す
る
肯
定
は
、
現
代
性
に
遭
 
 

遇
し
た
反
省
か
ら
来
て
い
る
と
い
え
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
牟
氏
の
現
代
 
 

性
に
対
す
る
理
解
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
と
法
哲
学
か
ら
釆
て
い
る
 
 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
牟
氏
は
か
つ
て
、
「
た
だ
カ
ン
ト
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
 
 

賓
献
の
み
、
東
方
の
「
心
性
の
学
」
を
つ
な
ぐ
に
足
り
る
。
の
み
な
ら
ず
、
 
 

両
者
は
さ
ら
に
そ
の
不
足
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
」
即
と
い
っ
た
。
い
か
に
 
 

し
て
両
者
を
つ
な
ぎ
、
さ
ら
に
そ
の
不
足
を
補
う
の
か
は
、
い
ず
れ
も
現
 
 

代
性
に
遭
遇
し
た
実
践
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
現
代
性
の
実
践
問
題
に
つ
 
 

い
て
、
牟
氏
は
は
っ
き
り
と
こ
う
叙
述
す
る
。
そ
の
間
題
は
 
「
「
そ
れ
乾
 
 

は
天
下
の
萱
健
な
り
。
徳
行
は
つ
ね
に
易
に
し
て
も
っ
て
険
を
知
る
」
 
に
 
 

お
け
る
「
険
」
 
の
問
題
で
あ
り
、
「
そ
れ
坤
は
天
下
の
至
順
な
り
。
徳
行
 
 

は
つ
ね
に
簡
に
し
て
も
っ
て
阻
を
知
る
」
に
お
け
る
「
阻
」
 
の
問
題
で
あ
 
 

る
。
こ
の
険
阻
を
克
服
す
べ
き
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
が
滞
り
な
く
通
ず
る
 
 

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
理
解
や
思
弁
の
よ
う
 
 

な
疎
通
で
は
な
く
、
現
実
を
発
展
さ
せ
る
よ
う
な
疎
通
で
あ
る
。
予
め
説
 
 

明
を
与
え
る
に
し
て
も
、
ま
た
智
慧
の
技
巧
で
あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
形
 
 

式
論
理
の
技
巧
で
は
な
く
、
そ
の
現
実
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
呼
応
す
る
 
 

弁
証
の
技
巧
で
あ
る
。
こ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
最
も
得
意
な
所
で
あ
り
、
ま
 
 

た
心
を
明
ら
か
に
し
て
本
性
を
見
極
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
い
え
 
 

る
」
榊
、
と
。
牟
氏
は
こ
こ
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
中
国
が
現
代
性
に
遭
遇
 
 

し
た
歴
史
的
な
境
遇
を
、
『
易
経
』
 
の
 
「
除
」
と
「
阻
」
 
の
概
念
に
喩
え
 
 

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
十
分
に
我
々
を
暫
醒
す
る
に
足
り
る
。
そ
の
い
わ
 
 

ゆ
る
「
乾
徳
」
と
「
坤
徳
」
は
、
ま
さ
に
そ
れ
ぞ
れ
「
尽
理
の
精
神
」
と
 
 

「
尺
、
気
の
精
神
」
、
「
綜
合
的
な
精
神
」
と
「
分
析
的
な
精
神
」
を
指
し
て
 
 

い
う
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

牟
氏
は
抗
日
戦
争
が
勃
発
し
て
か
ら
、
国
家
と
個
人
の
困
粗
な
境
遇
に
 
 

よ
っ
て
、
次
第
に
純
粋
な
思
弁
哲
学
の
仕
事
 
（
『
認
識
心
之
批
判
』
）
 
か
ら
 
 

実
存
的
な
精
神
哲
学
に
転
向
し
た
と
自
ら
述
べ
た
。
こ
の
転
向
の
過
程
に
 
 

お
い
て
、
一
方
で
は
、
儒
学
と
仏
教
学
の
燕
陶
を
受
け
て
、
「
徳
性
の
主
 
 

体
」
 
の
体
験
と
閲
憎
が
次
第
に
わ
が
身
に
染
み
と
お
っ
て
い
る
た
め
、
牟
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氏
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
い
わ
ゆ
る
 
「
主
体
的
精
神
」
 
と
 
「
絶
対
的
精
神
」
 
と
に
 
 

親
し
み
を
覚
え
、
そ
れ
ら
に
近
い
理
解
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
つ
ま
り
、
 
 

い
か
に
 
「
主
体
的
精
神
」
 
か
ら
「
絶
対
的
梢
神
」
 
に
遡
っ
て
そ
れ
を
覚
知
 
 

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
「
客
観
的
 
 

精
神
」
 
（
精
神
は
客
観
的
な
形
式
を
通
じ
て
現
れ
る
こ
と
）
 
に
対
し
て
は
、
 
 

彼
は
抗
戦
牌
利
後
は
じ
め
て
明
晰
な
理
解
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
 
 

る
。
彼
は
い
う
′
J
 
「
こ
れ
は
中
国
の
活
路
の
問
題
で
あ
り
、
政
治
問
題
で
 
 

あ
り
、
広
く
こ
れ
を
い
え
ば
、
文
化
の
問
題
で
あ
り
、
文
化
の
深
み
か
ら
 
 

こ
れ
を
い
え
ば
、
こ
れ
は
儒
学
の
発
展
問
題
で
あ
り
、
答
え
な
け
れ
ば
な
 
 

ら
な
い
開
祖
で
あ
る
′
／
…
‥
こ
れ
は
す
な
わ
ち
架
台
後
の
 
『
歴
史
哲
学
』
 
 

の
完
成
で
あ
る
」
り
、
と
し
抗
日
戦
争
が
終
結
し
て
の
ち
、
す
ぐ
引
き
続
き
 
 

国
共
内
戦
が
勃
発
し
、
思
想
に
お
い
て
共
産
党
と
唯
物
論
の
実
践
的
課
題
 
 

に
対
面
す
る
こ
と
は
、
牟
氏
を
し
て
輿
剣
に
歴
史
文
化
の
問
題
を
思
考
せ
 
 

し
め
る
契
機
と
な
っ
た
じ
 
 
 

い
か
に
し
て
中
国
の
政
治
と
文
化
の
山
路
を
切
り
開
く
の
か
。
牟
宗
三
 
 

は
中
国
の
伝
統
に
お
い
て
儒
家
を
自
ら
の
思
想
の
帰
属
と
し
、
こ
の
こ
と
 
 

を
儒
学
の
第
三
期
の
発
展
間
鍾
で
あ
る
と
考
え
た
？
 
同
じ
く
中
国
の
文
 
 

化
伝
統
に
属
す
る
仏
教
に
対
し
て
、
こ
の
時
期
の
牟
氏
は
非
常
に
厳
し
く
 
 

批
判
し
た
J
 
「
仏
教
徒
は
全
く
歴
史
文
化
の
認
識
を
掩
っ
て
お
ら
ず
、
ま
 
 

た
人
文
惧
弊
を
直
視
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
L
U
 
彼
ら
は
す
ぺ
て
の
望
み
や
 
 

も
ノ
、
ろ
み
を
断
っ
て
た
だ
出
離
を
求
め
る
だ
け
で
あ
る
」
…
＝
∵
」
こ
れ
は
明
ら
 
 

か
に
文
化
に
対
す
る
共
通
認
泡
の
問
題
で
あ
り
、
ま
た
究
明
以
降
の
儒
釈
 
 

対
立
の
問
題
で
も
あ
る
「
牟
氏
は
現
代
性
の
実
践
問
題
に
直
面
す
る
と
き
、
 
 

仏
教
は
 
「
尽
倫
、
尽
削
」
、
「
制
度
を
設
け
て
建
国
す
る
」
 
と
い
う
歴
史
的
 
 任

務
を
果
た
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
ヘ
ー
ゲ
ル
の
い
わ
ゆ
る
「
客
観
的
精
神
」
 
 

を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
、
∪
 
こ
の
点
は
、
京
都
 
 

学
派
と
り
わ
け
西
谷
啓
治
の
場
合
と
は
著
し
い
相
違
を
持
っ
て
い
る
。
む
 
 

ろ
ん
、
こ
れ
は
、
牟
氏
が
全
く
仏
教
に
相
応
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
 
 

指
し
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
〔
－
そ
れ
と
は
反
対
に
、
牟
氏
は
却
っ
て
 
 

存
在
に
対
す
る
感
受
か
ら
、
深
く
仏
教
の
蓄
や
業
の
意
識
に
相
応
し
て
い
 
 

る
。
こ
れ
は
 
『
五
十
自
述
』
 
の
 
「
文
殊
閉
校
」
と
い
う
轟
か
ら
領
え
る
。
 
 

も
し
牟
氏
が
仏
教
哲
学
の
立
場
か
ら
歴
史
世
界
と
の
連
関
を
主
張
す
る
こ
 
 

と
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
彼
が
後
期
に
お
い
て
、
天
 
 

台
宗
の
 
「
九
法
界
を
断
ぜ
ず
し
て
成
仏
す
る
」
、
「
成
仏
し
て
性
悪
を
断
た
 
 

な
い
」
と
い
う
洞
見
か
ら
来
た
啓
発
に
よ
っ
て
、
歴
史
と
宗
教
と
の
間
に
 
 

お
け
る
詭
諸
関
係
を
理
解
し
た
後
の
こ
と
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
 
 

で
あ
る
じ
 
 

三
、
近
代
の
超
克
 
 

京
都
学
派
の
場
合
、
西
谷
啓
治
の
歴
史
的
意
識
は
、
明
ら
か
に
仏
教
の
 
 

彩
管
を
受
け
て
い
る
。
ま
ず
、
彼
の
 
「
「
近
代
の
超
克
」
私
論
」
 
二
九
四
 
 

二
牛
）
を
見
て
み
よ
う
サ
ニ
の
短
い
論
文
に
お
い
て
、
西
谷
は
現
代
件
 
 

の
危
機
か
ら
論
じ
た
。
日
本
の
現
代
性
危
機
は
、
明
治
維
新
に
輸
入
さ
れ
 
 

た
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
明
か
ら
凍
て
い
る
。
そ
の
各
文
化
の
部
門
の
間
 
 

に
、
た
と
え
ば
政
治
、
経
済
、
貸
教
な
ど
に
は
、
有
機
的
な
関
連
と
統
一
 
 

が
欠
け
て
い
た
。
そ
れ
は
、
古
代
日
本
の
厩
戸
皇
子
⊥
密
徳
太
子
）
 
が
中
 
 

国
か
ら
仏
教
と
儒
教
を
受
零
し
た
と
き
、
文
化
と
制
度
の
導
入
が
完
全
で
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あ
っ
た
た
め
、
分
裂
の
問
題
を
含
ま
な
か
っ
た
こ
と
と
は
輿
な
る
と
さ
れ
 
 

る
。
西
谷
は
さ
ら
に
進
ん
で
、
こ
の
よ
う
な
現
代
性
の
危
機
は
、
実
に
早
 
 

く
も
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
自
身
の
内
部
分
化
に
現
れ
て
い
る
こ
と
を
示
 
 

し
て
い
る
。
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
は
、
主
と
し
て
宗
教
改
革
、
ル
ネ
ッ
 
 

サ
ン
ス
及
び
自
然
科
学
と
い
う
三
つ
の
領
域
に
よ
っ
て
、
独
立
の
発
展
を
 
 

遂
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
お
互
い
に
協
調
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
中
世
 
 

期
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
核
心
と
す
る
統
一
的
世
界
観
が
完
全
に
決
裂
し
 
 

た
こ
と
を
導
い
た
の
で
あ
る
。
統
一
的
世
界
観
に
お
い
て
、
人
間
は
簡
単
 
 

に
一
致
し
た
自
己
認
識
を
穫
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
る
に
、
分
裂
 
 

し
た
世
界
観
に
お
い
て
、
人
間
の
自
己
理
解
の
主
体
性
が
問
題
の
所
在
と
 
 

な
る
。
宗
教
改
革
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
も
し
絶
対
他
者
の
神
を
中
心
と
 
 

し
た
な
ら
ば
、
人
間
と
世
界
と
は
完
全
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
人
 
 

間
は
単
に
罪
と
死
の
存
在
に
す
ぎ
ず
、
た
だ
神
の
恩
寵
に
頼
っ
て
は
じ
め
 
 

て
救
済
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
自
然
科
学
に
よ
っ
て
自
然
法
削
が
神
の
地
位
 
 

に
取
っ
て
代
わ
っ
た
こ
と
で
、
人
性
は
無
記
（
善
悪
な
し
と
い
う
ぺ
き
も
 
 

の
）
 
で
あ
る
と
し
て
理
解
さ
れ
る
に
至
る
。
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
及
び
そ
の
人
 
 

文
主
義
に
つ
い
て
い
え
ば
、
人
性
は
全
面
的
に
肯
定
せ
ら
れ
、
人
性
の
実
 
 

現
は
最
高
の
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。
約
言
す
れ
ば
、
宗
教
改
革
は
神
の
立
 
 

場
に
立
ち
、
自
然
科
学
は
 
（
自
然
）
世
界
の
観
点
に
立
ち
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
 
 

ス
は
人
間
 
（
魂
）
 
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
東
洋
の
伝
統
に
お
 
 

け
る
天
、
地
、
人
三
才
の
よ
う
に
、
神
、
世
界
、
魂
三
者
は
キ
リ
ス
ト
教
 
 

世
界
の
根
本
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
ゥ
現
代
に
至
っ
て
三
才
が
和
を
 
 

失
っ
た
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
西
谷
が
当
時
に
理
解
し
た
現
代
性
の
危
機
で
 
 

あ
る
。
そ
う
し
た
危
機
が
政
治
に
表
現
さ
れ
れ
ば
、
つ
ま
り
個
人
、
国
家
 
 と

世
界
の
間
に
お
け
る
分
裂
は
、
個
人
主
義
、
国
家
主
義
、
世
界
主
義
の
 
 

三
者
の
間
に
お
け
る
矛
盾
を
引
き
起
こ
し
た
。
か
か
る
難
題
に
直
面
し
て
、
 
 

西
谷
は
解
決
の
道
を
提
出
し
、
宗
教
的
立
場
に
立
ち
戻
っ
て
そ
こ
か
ら
倫
 
 

理
の
建
設
を
行
お
う
と
企
て
た
の
で
あ
る
準
じ
 
 
 

西
谷
は
、
西
洋
の
宗
教
が
統
一
の
基
礎
を
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
 
 

は
、
主
と
し
て
人
性
の
否
定
か
ら
人
性
の
肯
定
に
至
る
ま
で
の
間
に
お
け
 
 

る
弁
証
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
た
。
キ
リ
ス
ト
教
は
人
神
の
 
 

間
に
お
け
る
矛
盾
を
強
調
し
、
人
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
 
 

て
を
神
に
帰
せ
し
め
る
た
め
、
科
学
と
信
仰
と
の
衝
突
を
引
き
起
こ
し
た
 
 

と
、
西
谷
は
見
な
し
た
の
で
あ
る
。
世
俗
世
界
は
か
く
し
て
適
切
な
行
き
 
 

所
を
櫻
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
い
か
に
し
て
「
人
 
 

性
の
絶
対
否
定
即
胃
定
」
の
弁
証
か
ら
轟
の
主
体
性
を
確
立
す
る
か
は
、
 
 

宗
教
性
を
立
て
直
す
唯
一
の
方
向
で
あ
る
。
西
谷
は
仏
教
の
立
場
か
ら
出
 
 

発
し
、
裏
の
主
体
性
は
、
非
物
で
も
な
け
れ
ば
非
心
で
も
な
く
、
そ
れ
は
 
 

心
と
物
の
否
定
を
通
じ
て
、
或
は
道
元
の
い
う
「
身
心
脱
落
」
の
後
に
表
 
 

し
た
「
無
の
主
体
性
」
、
す
な
わ
ち
「
無
我
」
、
蒜
州
心
」
 
の
主
体
性
で
あ
 
 

る
と
考
え
た
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
否
定
を
通
過
し
て
は
じ
め
て
宗
教
の
自
 
 

由
、
世
界
を
超
越
す
る
自
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
 

山
旦
、
轟
の
無
の
主
体
を
悟
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
主
体
の
自
覚
が
身
体
及
 
 

び
そ
の
自
然
世
界
を
離
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
心
及
び
そ
の
文
化
世
界
を
 
 

も
離
れ
な
い
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
ま
た
道
元
の
い
わ
 
 

ゆ
る
「
脱
落
身
心
」
 
（
脱
落
即
身
心
）
 
で
も
あ
る
。
主
体
的
無
は
、
現
実
 
 

世
界
（
自
然
世
界
と
文
化
世
界
）
と
の
間
に
内
在
の
弁
証
関
係
を
持
っ
て
 
 

い
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
西
谷
の
い
わ
ゆ
る
東
方
の
宗
教
性
は
「
主
体
的
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無
」
 
の
立
場
で
あ
り
、
「
無
の
主
体
」
 
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
 
 

そ
の
強
調
す
る
の
は
、
「
無
」
 
は
 
「
主
体
」
 
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
 

実
際
、
主
体
性
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
無
の
主
体
」
は
「
有
の
主
体
」
と
 
 

相
対
す
る
と
も
い
え
る
じ
後
者
は
現
象
界
の
超
越
根
拠
で
あ
る
。
問
題
は
、
 
 

「
無
の
主
体
」
と
「
有
の
主
体
」
と
の
間
に
お
け
る
弁
証
的
構
造
が
、
西
 
 

谷
に
よ
っ
て
お
お
ま
か
に
描
出
さ
れ
た
も
の
の
、
当
時
に
お
い
て
詳
細
に
 
 

説
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
西
谷
は
僅
か
に
文
化
創
造
と
科
 
 

学
活
動
の
主
体
と
し
て
必
ず
「
主
体
的
無
」
 
の
立
場
に
立
脚
し
、
そ
れ
に
 
 

基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
警
 
 
 

西
谷
は
さ
ら
に
進
ん
で
、
「
主
体
的
無
」
 
の
立
場
か
ら
出
発
す
る
こ
と
 
 

に
よ
っ
て
、
大
東
亜
戦
争
期
の
政
治
と
歴
史
の
境
遇
に
応
え
る
。
「
知
的
 
 

協
力
会
議
」
 
の
参
加
者
と
し
て
、
西
谷
は
、
大
束
亜
の
建
設
と
世
界
の
新
 
 

秩
序
の
構
築
と
い
う
こ
の
二
つ
の
主
要
な
課
題
の
実
現
に
は
、
強
度
の
「
道
 
 

徳
的
な
力
」
を
そ
の
支
え
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
た
だ
道
徳
の
高
み
 
 

か
ら
世
界
史
の
中
の
日
本
が
果
た
す
役
割
を
論
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
 
 

で
あ
る
と
考
え
た
。
日
本
は
も
し
英
米
を
代
表
と
す
る
現
代
性
を
題
寵
し
 
 

よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
東
洋
の
特
色
の
あ
る
道
徳
観
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
 
 

ら
な
い
。
西
谷
は
こ
の
時
点
で
は
一
方
、
「
滅
私
奉
公
」
 
と
い
う
戦
時
中
 
 

の
宣
伝
に
呼
応
し
て
国
家
総
動
員
の
意
志
を
強
化
し
、
他
方
、
国
家
倫
理
 
 

と
し
て
の
 
「
滅
私
奉
公
」
を
但
界
倫
理
の
段
階
に
高
め
、
国
家
自
身
も
自
 
 

己
否
定
の
弁
証
を
経
歴
し
、
個
別
国
家
の
利
益
の
立
場
か
ら
世
界
大
同
の
 
 

立
場
に
ま
で
高
め
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
個
別
の
国
家
 
 

（
日
本
を
含
む
）
 
は
、
「
滅
私
」
 
（
国
家
の
利
己
を
否
定
す
る
立
場
）
 
に
従
 
 

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
奉
公
」
 
（
世
界
の
利
他
を
胃
定
す
る
立
場
）
 
し
な
け
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
伝
統
の
「
自
利
利
他
」
、
「
自
覚
覚
他
」
 
 

の
精
神
的
な
表
現
で
あ
る
響
 
か
く
し
て
、
「
主
体
的
無
」
の
倫
理
の
立
場
 
 

は
個
人
、
国
家
か
ら
世
界
ま
で
貫
く
こ
と
が
で
き
、
個
人
と
国
家
と
の
相
 
 

即
不
二
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
な
ら
ず
、
国
家
と
世
界
と
の
相
 
 

即
不
二
を
も
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

西
谷
は
 
「
「
近
代
の
超
克
」
私
論
」
 
の
結
論
に
お
い
て
、
「
主
体
的
無
」
 
 

の
立
場
を
も
っ
て
西
洋
の
現
代
性
を
超
克
す
る
た
め
に
、
「
滅
私
奉
公
」
 
 

の
倫
理
的
原
則
を
個
人
、
国
家
か
ら
世
界
の
段
階
ま
で
貫
徹
し
、
一
国
の
 
 

私
を
し
て
、
各
国
の
お
の
お
の
の
其
の
所
を
得
る
と
い
う
大
同
の
境
地
に
 
 

至
ら
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
 
 

世
界
倫
理
の
実
現
で
あ
り
、
古
人
の
い
わ
ゆ
る
「
天
道
」
の
実
現
で
あ
る
。
 
 

「
天
道
」
は
世
界
史
の
実
現
原
理
で
あ
る
誉
西
谷
が
こ
こ
で
示
し
た
天
 
 

道
史
観
は
、
偶
然
に
儒
家
の
立
場
に
一
致
す
る
。
そ
の
強
調
す
る
「
滅
私
 
 

奉
公
」
 
の
 
「
道
徳
的
な
力
」
は
、
よ
り
一
層
儒
家
の
倫
理
的
色
彩
に
充
ち
 
 

て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
西
谷
は
こ
れ
を
神
道
の
 
「
清
明
心
」
、
「
天
照
大
 
 

神
の
御
心
」
に
も
訴
え
、
私
心
を
否
定
し
て
の
ち
回
帰
す
る
所
の
 
「
心
の
 
 

源
」
を
説
明
し
て
い
る
響
 
こ
の
よ
う
な
伝
統
の
儒
釈
迫
、
或
は
儒
釈
神
 
 

三
者
の
解
釈
の
策
略
は
、
新
儒
家
と
非
常
に
頬
似
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
 
 

顕
著
な
相
適
は
、
西
谷
が
提
出
し
た
歴
史
的
世
界
と
宗
教
的
世
界
（
超
歴
 
 

史
的
世
界
）
 
と
の
区
分
に
あ
り
、
歴
史
的
世
界
、
倫
理
的
世
界
に
お
い
て
 
 

主
体
的
無
の
自
覚
が
開
く
「
永
遠
の
生
命
」
、
「
死
亡
の
超
克
」
と
い
う
宗
 
 

教
的
世
界
を
筒
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
宗
教
的
世
界
は
、
歴
史
的
倫
 
 

理
的
世
界
を
離
れ
て
単
独
で
実
現
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
 
 

こ
そ
ま
さ
に
大
乗
仏
教
の
「
生
死
即
捏
欒
」
、
「
浬
撃
即
生
死
」
、
「
色
即
空
」
、
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「
空
即
色
」
 
の
精
神
で
あ
り
、
西
谷
が
再
三
に
「
主
体
的
無
」
を
強
調
す
 
 

る
立
場
で
あ
る
。
 
 
 

西
谷
は
戦
時
中
、
神
仏
教
の
立
場
で
儒
家
と
神
道
を
摂
取
し
て
融
合
し
、
 
 

「
主
体
的
無
」
 
の
哲
学
を
唱
え
、
否
定
即
胃
定
の
弁
証
に
よ
っ
て
日
本
の
 
 

世
界
史
に
お
け
る
指
導
的
地
位
を
確
立
し
、
最
終
的
に
は
題
歴
史
の
宗
教
 
 

理
想
の
実
現
を
目
標
と
し
た
。
こ
れ
は
依
然
と
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
精
神
 
 

弁
証
史
観
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
は
、
牟
宗
三
の
歴
史
 
 

哲
学
時
期
の
弁
証
法
の
進
路
と
一
致
す
る
。
注
目
に
値
す
る
の
は
、
西
谷
 
 

は
そ
の
世
界
史
の
進
展
に
お
い
て
、
国
家
に
究
極
的
な
地
位
を
賦
与
し
て
 
 

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
当
時
の
極
端
な
国
家
主
義
へ
の
批
 
 

判
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
じ
酉
谷
は
、
国
家
が
自
己
否
定
の
原
則
に
従
 
 

う
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
、
さ
ら
な
る
高
次
の
宗
教
原
理
の
規
範
を
受
け
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
 
「
即
」
 
の
弁
証
法
が
 
 

感
調
す
る
「
個
人
即
国
家
、
国
家
即
個
人
」
 
の
全
体
性
、
国
家
主
義
は
依
 
 

然
と
し
て
弁
証
の
方
式
に
よ
っ
て
保
留
さ
れ
て
い
る
。
京
都
学
派
と
戦
争
、
 
 

国
家
主
義
と
の
間
は
、
こ
の
よ
う
な
弁
証
法
の
関
係
に
お
い
て
維
持
せ
ら
 
 

れ
て
い
る
た
め
に
、
静
的
に
そ
の
立
場
を
定
め
ら
れ
る
こ
と
が
雉
し
い
。
 
 

こ
の
曖
昧
さ
は
終
始
論
争
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
ハ
〕
 
 

四
、
空
性
と
歴
史
性
 
 

西
谷
の
哲
学
及
び
そ
の
歴
史
的
意
識
は
、
戦
後
に
な
っ
て
新
し
い
転
換
 
 

と
発
展
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
我
々
は
彼
の
代
表
作
で
あ
る
『
宗
教
と
は
 
 

何
か
』
、
特
に
こ
の
讃
の
後
半
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
空
と
時
」
と
「
空
 
 

と
歴
史
」
二
章
を
中
心
に
探
究
す
る
。
こ
の
本
の
大
部
分
（
前
四
車
と
最
 
 

後
の
一
串
の
部
分
）
 
は
一
九
五
四
～
五
五
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
の
 
 

ち
に
後
ろ
の
二
車
を
補
わ
れ
、
全
書
は
一
九
六
一
年
に
出
版
さ
れ
た
酬
。
 
 

そ
の
題
目
の
示
す
遮
り
、
後
ろ
の
二
車
は
、
は
っ
き
り
と
こ
の
時
期
に
お
 
 

け
る
西
谷
の
思
想
が
す
で
に
減
摩
な
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
哲
学
の
色
彩
を
帯
び
 
 

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
精
神
弁
証
史
観
か
ら
ハ
イ
 
 

デ
ッ
ガ
ー
の
実
存
現
象
学
に
至
る
過
程
は
、
西
谷
の
歴
史
的
意
識
の
重
要
 
 

な
転
向
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。
戦
時
中
と
比
較
す
れ
ば
、
こ
の
と
き
 
 

の
西
谷
は
、
さ
ら
に
意
識
的
に
仏
教
の
「
空
」
の
立
場
か
ら
、
西
洋
哲
学
 
 

と
宗
教
と
の
対
話
を
求
め
た
。
ニ
ー
チ
ェ
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
こ
の
よ
 
 

う
に
そ
の
主
要
な
対
話
者
と
な
っ
た
。
西
谷
は
一
九
三
七
中
三
月
、
ド
イ
 
 

ツ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
赴
い
て
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
師
事
し
、
一
九
三
九
年
 
 

七
月
に
帰
国
し
た
仙
。
当
時
は
ち
ょ
う
ど
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
ニ
ー
チ
ェ
哲
 
 

学
を
講
義
し
、
「
存
在
の
歴
史
」
か
ら
虚
無
主
義
の
出
現
を
解
釈
し
て
い
 
 

る
た
め
、
歴
史
の
問
題
は
存
在
の
問
題
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
ハ
イ
デ
ッ
 
 

ガ
ー
の
三
十
年
代
後
半
に
お
け
る
ニ
ー
チ
ェ
解
釈
の
影
響
を
受
け
た
西
谷
 
 

に
と
っ
て
、
歴
史
の
問
題
は
、
虚
無
主
義
の
形
と
し
て
近
代
に
出
現
し
た
 
 

の
で
あ
る
響
も
し
歴
史
の
意
義
を
閲
明
に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
た
 
 

と
え
ば
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
 
㌫
盟
の
い
う
よ
う
に
、
「
現
 
 

存
在
」
（
D
甲
S
e
i
n
）
の
存
在
論
的
分
析
か
ら
始
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

西
谷
の
 
『
宗
教
と
は
何
か
』
も
ま
た
し
か
り
で
あ
る
。
 
 
 

歴
史
意
義
の
開
明
が
「
現
存
在
」
の
存
在
論
的
分
析
か
ら
始
ま
る
の
は
、
 
 

ま
さ
し
く
現
象
学
の
叙
述
進
路
で
あ
る
。
D
乱
d
C
琶
r
の
論
ず
る
よ
う
に
、
 
 

現
象
学
者
は
大
体
、
「
歴
史
と
は
何
か
」
 
（
．
貞
ぎ
a
t
冴
h
i
s
t
O
r
y
3
、
或
は
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「
い
か
に
歴
史
を
認
識
す
る
か
」
（
貞
O
W
d
O
W
e
ぎ
蔓
打
落
O
r
y
3
を
問
 
 

わ
ず
、
「
歴
史
的
存
在
と
は
何
か
」
 
（
■
へ
≦
ゴ
a
t
i
s
i
〓
O
b
e
E
s
t
O
ユ
c
a
雪
）
を
 
 

問
い
、
或
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
い
わ
ゆ
る
「
歴
史
性
」
管
s
t
O
許
i
雪
を
探
 
 

究
す
る
の
で
あ
る
服
。
方
法
論
か
ら
す
れ
ば
、
歴
史
の
経
験
を
描
写
し
叙
 
 

述
す
る
た
め
に
、
ま
ず
歴
史
に
関
す
る
形
而
上
学
の
問
魔
 
（
歴
史
と
は
何
 
 

か
）
 
と
知
識
論
の
問
題
 
（
い
か
に
歴
史
を
認
識
す
る
か
）
 
を
提
出
し
な
け
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
ま
さ
に
西
谷
の
 
冒
ボ
教
と
は
何
か
』
 
に
お
け
る
 
 

「
空
と
時
」
と
「
空
と
歴
史
」
二
螢
の
進
路
で
あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
 
 

こ
れ
は
西
谷
が
完
全
に
戦
時
中
の
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
世
界
史
哲
学
の
観
点
を
 
 

棄
却
し
た
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
実
際
、
こ
の
二
つ
の
 
 

時
期
の
発
展
に
は
、
転
換
も
あ
れ
ば
、
連
続
も
あ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
 
『
存
在
と
時
間
』
 
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
「
時
間
 
 

性
」
、
「
歴
史
性
」
、
「
現
存
在
」
三
者
の
関
係
を
説
明
す
る
。
「
時
間
性
 
 

（
t
e
m
p
O
邑
i
旦
は
、
歴
史
性
管
洛
象
c
首
）
を
し
て
「
現
存
在
」
の
有
 
 

す
る
時
間
的
存
在
の
形
式
と
し
て
可
能
の
条
件
た
ら
し
め
る
。
し
か
し
、
 
 

「
現
存
在
」
 
は
 
「
時
間
の
中
」
 
の
事
物
で
あ
る
か
ど
う
か
は
問
う
こ
と
は
 
 

し
な
い
。
決
定
の
性
格
と
し
て
歴
史
性
は
、
い
わ
ゆ
る
「
歴
史
」
 
（
世
界
 
 

史
の
出
来
事
）
 
に
先
ん
ず
る
。
「
歴
史
性
」
 
は
「
現
存
在
」
 
の
過
ぎ
去
っ
 
 

た
事
を
構
成
し
た
存
在
状
態
を
意
味
す
る
。
た
だ
こ
の
 
「
出
来
事
」
に
基
 
 

づ
い
て
は
じ
め
て
 
「
世
界
史
」
 
の
可
能
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
或
は
 
 

歴
史
の
上
に
世
界
史
の
事
物
に
属
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
脚
。
「
現
存
在
」
 
 

の
存
在
形
式
と
し
て
、
「
歴
史
性
」
は
「
歴
史
」
に
先
ん
じ
て
お
り
、
「
世
 
 

界
史
」
が
可
能
と
な
る
所
以
の
基
礎
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
世
界
史
を
 
 

諭
ず
る
前
に
、
我
々
は
世
界
史
の
基
礎
と
し
て
の
 
「
現
存
在
」
 
の
歴
史
性
 
 

を
理
解
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
展
開
さ
せ
て
鮮
明
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 
 

の
で
あ
る
。
も
し
先
に
世
界
史
の
基
礎
と
し
て
の
 
「
現
存
在
」
 
の
歴
史
性
 
 

と
時
間
性
を
展
開
し
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
、
世
界
史
の
談
話
や
議
論
は
、
 
 

た
と
え
ば
ヘ
ー
ゲ
ル
、
或
は
戦
時
中
の
京
都
学
派
の
よ
う
に
、
寅
実
の
存
 
 

在
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
遂
に
空
談
や
戯
論
に
流
れ
て
し
ま
 
 

う
む
戦
後
、
西
谷
が
と
り
わ
け
 
『
宗
教
と
は
何
か
』
 
に
お
い
て
、
こ
の
点
 
 

を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
彼
 
 

が
東
洋
の
伝
統
の
視
角
か
ら
出
発
し
て
歴
史
、
或
は
世
界
史
の
問
題
に
答
 
 

え
る
前
に
、
ま
ず
「
現
存
在
」
 
の
実
存
現
象
学
の
分
析
に
立
ち
返
ら
な
け
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
思
考
回
路
に
従
い
、
西
谷
は
ま
ず
仏
教
の
「
生
死
」
 
 

を
も
っ
て
「
現
存
在
」
を
解
釈
す
る
。
「
生
死
」
は
す
な
わ
ち
輪
廻
で
あ
 
 

り
、
衆
生
が
六
道
の
中
に
、
車
輪
の
よ
う
に
果
て
し
な
く
生
死
の
苦
海
に
 
 

お
い
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
そ
れ
と
い
う
の
も
仏
教
の
苦
に
対
 
 

す
る
実
存
的
自
覚
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
「
血
切
皆
苔
」
を
も
っ
て
 
 

「
在
世
の
存
在
」
を
解
釈
す
る
言
い
方
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
西
谷
は
さ
 
 

ら
に
進
ん
で
仏
教
の
菜
論
の
観
点
か
ら
、
存
在
の
運
命
は
一
人
一
人
の
衆
 
 

生
が
自
業
自
得
を
免
れ
な
い
た
め
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
 
 

と
を
明
ら
か
に
指
し
示
し
て
い
る
。
西
谷
は
「
現
存
在
」
が
果
て
し
な
く
 
 

生
死
の
苦
海
を
流
転
す
る
と
い
う
存
在
の
性
格
を
、
「
無
限
の
有
限
性
」
と
 
 

呼
ぶ
。
こ
の
無
限
は
悪
性
の
細
川
限
で
あ
り
、
こ
れ
は
た
だ
実
存
の
立
場
か
 
 

ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
観
想
的
、
思
弁
的
な
進
路
に
 
 

よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
耶
。
い
か
に
実
存
的
に
「
現
存
在
」
 
 

が
 
「
無
限
性
の
有
限
」
 
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
把
捉
す
る
の
か
。
西
谷
は
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仏
教
の
進
路
に
従
っ
て
、
た
だ
 
「
脱
自
的
」
 
な
立
場
か
ら
、
知
性
と
理
性
 
 

の
制
限
を
突
破
し
て
は
じ
め
て
 
「
現
存
在
」
 
の
有
限
性
を
明
ら
か
に
す
る
 
 

こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
す
る
。
西
谷
は
こ
の
 
「
脱
自
的
な
自
慢
」
を
「
超
 
 

越
」
 
（
知
性
と
理
性
を
超
越
す
る
も
の
）
 
と
い
う
。
こ
れ
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
 
 

が
あ
く
ま
で
 
「
内
在
」
 
の
思
弁
的
な
理
性
に
止
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
 
 

と
は
対
照
を
な
し
て
い
る
。
西
谷
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
絶
対
的
理
性
の
自
己
 
 

展
開
の
過
程
が
あ
く
ま
で
理
性
の
内
（
故
に
内
在
と
い
う
）
に
閉
じ
こ
も
っ
 
 

て
い
る
と
批
判
す
る
。
こ
れ
に
ひ
き
か
え
、
仏
教
は
 
「
脱
自
的
」
 
な
実
践
 
 

か
ら
「
在
世
の
存
在
」
と
し
て
の
有
限
性
を
体
験
し
認
識
し
て
い
る
。
西
 
 

谷
は
こ
こ
に
お
い
て
、
明
白
に
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
や
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
実
存
 
 

の
進
路
に
立
っ
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
絶
対
観
念
論
を
批
判
し
て
い
る
ヤ
U
 
 
 

こ
こ
で
断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
西
谷
の
い
う
「
脱
 
 

自
」
と
は
、
元
来
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
神
秘
主
義
；
e
c
s
訂
s
i
e
s
‡
（
㌦
訂
n
d
i
コ
的
 
 

O
u
【
s
i
d
e
〕
を
用
い
て
、
「
時
間
性
」
 
（
t
e
m
p
雫
a
声
色
が
実
体
性
を
持
た
ず
 
 

に
し
て
自
性
空
で
あ
り
、
自
己
か
ら
脱
出
す
る
時
間
化
の
過
程
官
O
C
e
S
S
 
 

O
ご
e
m
p
O
r
a
許
i
n
g
）
 
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
と
き
の
周
語
で
あ
る
と
い
 
 

う
こ
と
で
あ
る
鼎
。
し
か
し
、
西
谷
は
こ
の
用
語
の
使
い
方
を
、
大
い
に
 
 

仏
教
の
禅
建
と
い
う
実
践
の
中
に
あ
る
三
味
の
経
験
、
或
は
無
我
の
経
験
、
 
 

特
に
道
元
の
い
う
 
「
脱
落
身
心
、
身
心
脱
落
」
と
い
う
経
験
に
連
結
さ
せ
 
 

て
い
る
。
た
だ
こ
う
し
た
「
脱
自
的
」
な
実
存
の
経
験
を
経
て
獲
得
し
た
 
 

洞
見
に
よ
っ
て
の
み
、
「
現
存
在
」
 
の
時
間
性
と
歴
史
性
は
照
ら
し
出
さ
 
 

れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
脱
自
的
な
時
間
性
と
歴
史
性
は
、
脱
自
的
な
 
 

実
践
と
体
験
か
ら
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

西
谷
は
キ
リ
ス
ト
教
、
啓
蒙
運
動
、
ニ
ー
チ
ェ
の
歴
史
的
意
識
か
ら
西
 
 

洋
を
批
判
し
、
最
後
に
神
仏
教
に
回
帰
し
て
、
「
空
」
 
の
立
場
か
ら
新
た
 
 

に
歴
史
的
意
識
に
実
存
の
基
礎
を
提
供
し
た
。
酉
洋
文
化
の
有
我
論
の
立
 
 

場
と
相
対
し
て
仏
教
の
空
の
立
場
は
、
無
我
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
 
 

を
西
谷
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
空
の
立
場
は
、
無
我
と
か
身
心
脱
落
 
 

な
ど
と
い
は
れ
る
や
う
に
、
セ
ル
フ
・
セ
ン
タ
ー
ド
ネ
ス
か
ら
の
徹
底
的
 
 

な
脱
却
の
立
場
で
あ
る
」
㈱
、
と
。
西
洋
に
お
い
て
、
こ
の
自
己
中
心
性
は
、
 
 

キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
神
の
意
志
、
啓
蒙
運
動
の
よ
う
な
世
俗
主
義
の
理
 
 

性
的
主
体
、
甚
だ
し
く
は
ニ
ー
チ
ェ
の
権
力
意
志
に
お
い
て
明
解
に
示
さ
 
 

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
仏
教
の
空
の
立
場
、
す
な
わ
ち
無
我
の
立
場
は
、
 
 

あ
く
ま
で
自
己
中
心
性
、
意
志
中
心
性
に
俵
点
を
あ
て
る
絶
対
否
定
で
あ
 
 

る
。
そ
れ
は
絶
対
の
否
定
で
あ
っ
て
、
相
対
の
否
定
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
 
 

ら
、
西
谷
の
い
う
よ
う
に
、
自
己
は
無
我
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
無
我
も
 
 

ま
た
自
己
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
自
己
は
自
己
で
は
な
い
故
に
自
 
 

己
で
あ
る
」
卿
ご
」
の
空
の
主
体
に
よ
っ
て
切
り
開
か
れ
た
歴
史
性
に
つ
い
 
 

て
、
西
谷
は
道
元
の
「
空
手
に
し
て
遠
郷
す
る
」
と
い
う
言
柴
を
借
り
て
、
 
 

現
実
世
界
に
回
帰
す
る
こ
と
を
表
し
た
。
道
元
は
、
当
時
如
浄
和
尚
に
別
 
 

れ
を
告
げ
て
帰
国
す
る
と
き
、
自
ら
空
手
に
し
て
遷
都
し
、
一
蔑
も
仏
法
 
 

、
 

が
な
く
避
に
任
せ
て
し
ば
ら
く
時
を
延
ぶ
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
歌
∵
百
 
 

を
も
っ
て
そ
の
悟
っ
た
撹
地
を
表
し
、
「
朝
々
日
は
東
に
出
で
、
夜
々
月
 
 

は
西
に
沈
む
。
要
収
っ
て
山
骨
箱
は
に
、
雨
過
ぎ
て
四
山
低
し
」
と
歌
い
、
 
 

久
し
く
し
て
ま
た
 
「
三
年
、
一
問
に
逢
ひ
、
鶏
、
五
更
に
向
っ
て
囁
く
」
 
 

と
歌
っ
た
響
 
か
か
る
空
性
が
表
す
完
全
な
る
無
分
別
の
日
常
生
活
の
世
 
 

界
こ
そ
、
轟
実
の
歴
史
の
歴
史
性
で
あ
り
、
時
間
の
時
間
性
で
あ
る
。
西
 
 

谷
は
こ
こ
に
至
っ
て
、
は
っ
き
り
と
莫
実
の
歴
史
性
が
た
だ
空
性
の
中
に
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お
い
て
の
み
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
す
る
。
 
 

も
し
単
に
表
象
的
思
惟
、
或
は
理
性
的
思
弁
か
ら
の
進
路
か
ら
歴
史
を
理
 
 

解
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
弟
の
歴
史
性
は
必
然
に
隠
れ
て
見
え
な
く
な
 
 

る
の
で
あ
る
。
空
性
の
中
に
歴
史
性
を
現
成
さ
せ
る
こ
と
は
、
西
谷
の
ハ
 
 

イ
デ
ッ
ガ
ー
の
実
存
現
象
学
に
転
向
し
て
か
ら
の
さ
ら
な
る
発
展
で
あ
る
。
 
 
 

西
谷
は
神
仏
教
の
立
場
か
ら
、
近
代
西
洋
の
歴
史
的
意
識
が
自
律
 
（
自
 
 

立
a
u
｛
O
n
O
m
y
）
 
の
仮
想
を
追
及
す
る
こ
と
に
陥
る
こ
と
を
批
判
し
、
人
 
 

間
の
理
性
的
主
体
は
自
律
の
主
体
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
、
「
白
樺
」
 
が
 
 

終
始
「
我
執
」
、
或
は
 
「
自
我
意
志
」
、
「
意
欲
意
志
」
 
の
拘
束
を
免
れ
な
 
 

い
こ
と
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
西
洋
 
 

の
歴
史
的
意
識
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
せ
よ
、
啓
蒙
運
動
に
せ
よ
、
い
ず
れ
 
 

も
我
執
 
（
自
己
中
心
性
、
意
志
中
心
性
）
 
に
よ
っ
て
虚
妄
に
陥
り
、
西
谷
 
 

の
い
う
 
「
視
覚
の
錯
覚
」
を
生
み
出
し
た
が
故
に
、
虚
妄
の
 
「
進
歩
」
 
し
 
 

た
歴
史
観
の
出
現
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
「
進
歩
」
 
と
い
う
概
念
は
、
も
 
 

と
も
と
啓
豪
運
動
に
お
け
る
人
間
の
理
性
に
対
す
る
信
仰
か
ら
由
来
し
て
 
 

い
る
じ
 
そ
れ
は
あ
た
か
も
キ
リ
ス
ト
教
の
 
「
終
東
」
 
の
概
念
が
キ
リ
ス
ト
 
 

の
意
志
に
対
す
る
信
仰
か
ら
凍
て
い
る
よ
う
で
あ
る
両
者
に
と
っ
て
、
 
 

歴
史
は
意
凝
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
、
或
は
人
間
の
理
性
に
 
 

基
づ
き
、
或
は
キ
リ
ス
ト
の
意
志
に
基
づ
く
′
し
 
し
か
る
に
、
西
谷
は
、
人
 
 

間
中
心
論
に
し
ろ
、
神
中
心
論
に
し
ろ
、
す
べ
て
我
執
の
産
物
で
あ
る
た
 
 

め
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
虚
妄
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
た
。
こ
の
点
は
、
特
 
 

に
彼
の
カ
ン
ト
に
対
す
る
批
判
か
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
シ
カ
ン
ト
は
、
 
 

人
間
は
一
方
で
は
、
自
締
約
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
ま
た
自
ら
を
目
的
と
 
 

す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
の
両
方
と
も
、
人
は
自
足
的
な
存
在
で
あ
る
 
 

た
め
、
予
め
あ
る
最
も
根
本
的
な
基
礎
を
置
く
必
要
が
な
い
こ
と
を
示
し
 
 

て
い
る
と
考
え
た
。
そ
う
し
た
人
間
観
に
基
づ
く
倫
理
学
は
、
も
と
よ
り
 
 

人
を
視
る
こ
と
が
己
の
ご
と
し
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
が
、
そ
れ
 
 

は
宗
教
に
お
け
る
愛
と
慈
悲
と
は
同
じ
立
場
で
は
な
い
。
後
者
の
立
場
は
 
 

自
己
を
他
者
の
道
具
と
見
な
し
、
他
者
の
身
の
上
か
ら
自
己
の
目
的
を
発
 
 

現
す
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
自
己
否
定
の
立
場
は
、
す
な
わ
ち
空
の
立
場
 
 

で
あ
り
、
無
我
の
立
場
で
あ
る
。
そ
れ
は
完
全
に
カ
ン
ト
の
道
徳
哲
学
と
 
 

は
異
な
る
の
で
あ
る
r
V
 
か
く
し
て
、
西
谷
は
カ
ン
ト
哲
学
に
は
、
再
度
の
 
 

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
が
必
要
で
あ
る
と
断
言
し
た
サ
。
 
 
 

西
谷
は
、
空
佐
の
立
場
か
ら
、
啓
蒙
主
義
の
世
界
観
と
歴
史
観
を
批
判
 
 

し
っ
つ
、
戦
時
中
の
 
「
近
代
の
超
克
論
」
 
に
呼
応
し
、
立
場
を
変
え
る
こ
 
 

と
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
深
奥
に
考
察
を
加
え
た
。
戦
時
中
に
お
 
 

け
る
心
と
理
と
の
葛
藤
を
捨
て
去
っ
た
後
、
西
谷
は
よ
り
一
層
、
「
近
代
 
 

を
超
克
す
る
」
道
は
空
件
の
現
実
榎
将
に
お
け
る
現
成
に
あ
る
こ
と
を
細
 
 

り
、
歴
史
の
意
義
は
た
だ
題
歴
史
の
、
空
性
の
現
実
世
知
か
ら
安
堵
を
獲
 
 

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
あ
る
と
思
念
し
た
の
で
あ
る
。
 
 

五
、
理
性
と
空
性
の
歴
史
に
お
け
る
反
響
 
 

西
谷
が
歴
史
の
た
め
に
現
実
世
界
か
ら
そ
の
安
堵
の
場
所
を
発
見
し
た
 
 

と
き
、
単
票
三
は
抗
戦
か
ら
内
戦
ま
で
の
流
亡
し
離
散
す
る
歳
月
に
お
い
 
 

て
、
深
く
切
実
に
国
家
民
族
の
活
路
を
憂
慮
し
た
。
彼
の
 
『
歴
史
哲
学
』
 
 

の
も
と
の
テ
ー
マ
は
 
『
国
民
精
神
之
斯
綜
析
』
 
で
あ
り
、
そ
の
主
旨
は
民
 
 

族
文
化
の
命
脈
を
疎
通
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
同
家
の
精
神
的
基
礎
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を
建
設
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
じ
牟
氏
の
こ
の
仕
事
は
、
明
ら
か
に
ヘ
ー
ゲ
 
 

ル
の
歴
史
哲
学
を
授
用
し
、
「
精
神
的
実
体
」
が
い
か
に
歴
史
の
過
程
に
 
 

お
い
て
、
科
学
、
民
主
、
宗
教
な
ど
の
諸
形
態
を
展
開
し
、
そ
れ
を
中
国
 
 

の
歴
史
の
発
展
原
則
と
す
る
か
否
か
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
精
神
 
 

的
実
体
は
、
必
ず
主
体
の
実
践
を
通
じ
て
は
じ
め
て
歴
史
の
過
程
に
展
開
 
 

す
る
こ
と
が
で
き
る
∪
牟
氏
は
カ
ン
ト
哲
学
の
構
造
を
慣
用
し
て
、
人
間
 
 

の
主
体
は
そ
の
理
解
活
動
の
形
態
と
実
践
活
動
の
形
態
と
に
よ
っ
て
、
「
知
 
 

的
主
体
」
、
「
道
徳
的
主
体
」
、
「
芸
術
的
主
体
」
 
に
分
け
ら
れ
る
と
指
摘
す
 
 

る
。
牟
氏
は
「
知
的
主
体
」
を
、
「
分
析
的
な
尽
理
の
精
神
」
を
も
っ
て
 
 

表
現
し
、
「
道
徳
的
主
体
」
を
、
「
綜
合
的
な
尽
理
の
精
神
」
を
も
っ
て
表
 
 

現
し
、
「
芸
術
的
主
体
」
を
、
す
な
わ
ち
「
綜
合
的
な
尽
気
の
精
神
」
を
 
 

も
っ
て
表
現
す
る
。
し
か
し
、
主
体
の
三
形
態
は
一
列
に
並
ぶ
も
の
で
は
 
 

な
い
。
そ
れ
は
「
道
徳
的
主
体
」
を
始
め
と
し
、
自
己
の
陥
没
を
経
過
し
 
 

て
は
じ
め
て
 
「
知
的
主
体
」
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
。
後
期
の
牟
氏
 
 

は
、
常
に
『
大
乗
起
信
論
』
 
の
「
一
心
、
二
門
を
開
く
」
と
い
う
形
而
上
 
 

学
的
な
形
式
を
も
っ
て
、
「
道
徳
的
主
体
」
と
「
知
的
主
体
」
と
の
関
係
 
 

を
説
明
す
る
。
だ
が
、
こ
の
段
階
の
牟
氏
は
、
む
し
ろ
大
い
に
宋
明
儒
家
 
 

の
埋
気
論
を
援
用
し
て
い
る
。
以
上
の
精
神
哲
学
の
歴
史
分
析
を
通
じ
て
、
 
 

牟
氏
は
中
国
の
歴
史
に
お
い
て
、
「
道
徳
的
主
体
」
と
「
芸
術
的
主
体
」
 
 

と
の
積
極
的
な
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
「
知
的
主
体
」
が
欠
け
て
 
 

い
る
た
め
、
論
理
、
数
学
、
科
学
の
発
達
も
不
可
能
で
あ
り
、
現
代
的
な
 
 

国
家
、
政
治
、
法
律
も
ま
た
順
調
に
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
結
論
 
 

付
け
て
い
る
。
我
々
は
こ
こ
か
ら
、
牟
氏
の
歴
史
哲
学
が
現
代
性
に
対
し
 
 

て
積
極
的
な
対
応
の
態
度
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
、
ま
た
彼
が
現
 
 段

階
の
中
国
の
論
理
、
数
学
、
科
学
、
国
家
、
政
治
、
法
律
な
ど
の
諸
領
 
 

域
に
お
け
る
現
代
化
の
可
能
を
希
求
す
る
こ
と
も
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
 
 

る
。
し
か
し
、
新
儒
家
は
終
始
、
こ
の
現
代
化
の
方
案
は
ど
こ
ま
で
も
遺
 
 

徳
理
想
主
義
を
も
っ
て
指
導
原
理
と
す
べ
き
こ
と
を
堅
持
す
る
。
も
し
そ
 
 

う
で
な
け
れ
ば
、
現
代
化
も
物
象
化
に
陥
っ
て
、
も
と
を
捨
て
て
末
を
追
 
 

い
、
氾
濫
し
て
帰
す
る
所
な
き
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
新
儒
家
に
と
っ
 
 

て
、
国
家
が
追
求
す
る
現
代
化
の
原
則
は
、
必
ず
「
も
と
に
返
っ
て
新
し
 
 

き
を
開
く
」
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
本
源
と
は
、
す
 
 

な
わ
ち
超
越
的
な
精
神
の
実
体
で
あ
り
、
超
越
的
な
理
体
で
あ
る
。
 
 

一
方
、
京
都
学
派
で
は
、
西
谷
は
常
に
「
根
源
」
、
或
は
「
も
と
」
、
た
 
 

と
え
ば
「
「
近
代
の
超
克
」
私
論
」
に
提
起
さ
れ
て
い
る
「
心
の
源
」
 
（
清
 
 

明
心
、
無
心
）
 
の
回
帰
を
論
ず
る
が
、
こ
の
 
「
心
の
源
」
と
は
 
「
無
の
主
 
 

体
」
を
指
し
て
い
る
た
め
、
明
ら
か
に
新
儒
家
の
道
徳
的
実
体
を
も
っ
て
 
 

本
源
と
す
る
と
い
う
立
場
と
は
巽
な
る
の
で
あ
る
。
「
体
用
相
即
」
 
の
角
 
 

度
か
ら
「
実
体
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
な
ら
ば
、
も
と
よ
り
ア
リ
ス
ト
テ
 
 

レ
ス
の
実
体
概
念
と
混
同
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
持
定
す
べ
 
 

き
は
、
新
儒
家
の
返
る
も
と
は
絶
対
的
実
在
で
あ
り
、
完
全
に
仏
教
の
無
 
 

自
性
空
の
角
度
か
ら
い
う
空
性
と
は
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
京
都
 
 

学
派
は
「
絶
対
無
」
を
核
心
概
念
と
し
、
そ
の
二
重
否
定
の
性
格
は
と
も
 
 

あ
れ
、
明
ら
か
に
新
儒
家
の
精
神
的
実
体
の
形
而
上
学
と
は
異
な
る
誓
 
 

『
宗
教
と
は
何
か
』
 
に
お
い
て
、
西
谷
は
、
実
存
に
着
日
す
る
こ
と
に
よ
 
 

り
、
我
々
の
存
在
の
根
源
は
「
虚
無
の
深
淵
」
で
あ
り
、
「
死
の
永
遠
性
」
 
 

で
あ
る
と
し
、
我
々
は
た
だ
こ
の
 
「
大
死
」
 
（
永
遠
な
る
虚
無
）
 
を
自
覚
 
 

し
て
は
じ
め
て
 
「
大
生
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
て
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い
る
聖
仏
教
に
と
っ
て
、
も
と
も
と
「
根
源
」
と
い
う
べ
き
も
の
が
あ
 
 

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
し
も
し
便
宜
的
に
存
在
の
根
源
を
髄
く
な
ら
ば
、
 
 

た
だ
纏
起
確
率
か
ら
「
鰯
根
濾
の
根
源
」
を
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
ゐ
で
 
 

あ
る
。
仏
教
と
儒
家
の
形
而
上
学
は
そ
れ
ぞ
れ
虚
で
あ
っ
た
り
、
粟
で
あ
り
 
 

た
り
す
る
り
断
儒
家
は
、
こ
の
よ
う
な
区
別
は
肝
要
な
仲
で
あ
る
こ
と
を
 
 

知
り
尽
く
し
で
お
り
、
そ
の
実
で
あ
る
と
こ
ろ
を
堅
持
し
て
お
り
放
磯
し
 
 

な
い
。
新
儒
家
は
実
体
の
形
而
L
学
の
立
場
を
持
つ
の
に
対
し
て
、
京
都
 
 

学
派
は
反
嚢
体
の
形
而
上
学
の
立
場
を
固
持
す
る
の
で
あ
る
伸
 

戦
後
の
西
谷
啓
治
は
、
完
全
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
世
界
史
哲
学
の
色
彩
を
薄
 
 

め
、
実
存
の
思
惟
と
宗
教
の
探
索
と
に
耽
っ
て
い
た
。
彼
に
と
っ
て
、
傑
 
 

史
発
展
を
指
導
す
る
最
高
原
理
を
み
つ
け
る
た
め
に
、
か
え
っ
て
平
常
心
 
 

の
日
常
生
活
の
世
界
を
忘
却
す
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
真
の
虚
妄
で
あ
ろ
 
 

う
。
現
実
世
界
に
回
梱
し
て
法
爾
自
然
の
現
賽
世
界
に
空
性
の
現
成
を
、
 
 

体
を
も
っ
て
証
明
す
る
こ
と
こ
そ
、
歴
史
の
裏
の
根
源
で
あ
る
。
彼
が
も
っ
 
 

と
も
着
目
し
た
こ
と
は
、
「
身
心
脱
落
」
が
表
す
「
山
花
開
い
て
錦
に
似
 
 

た
り
、
澗
水
湛
え
て
藍
の
ご
と
し
」
 
と
い
う
世
界
、
す
な
わ
ち
西
田
の
い
 
 

わ
ゆ
る
「
歴
史
的
身
体
」
の
意
味
で
あ
る
讐
牟
宗
三
が
弁
証
的
に
「
知
 
 

的
主
体
」
を
肯
定
す
る
と
い
う
こ
と
、
新
儒
家
が
文
化
民
族
主
義
を
堅
持
 
 

す
る
と
い
う
こ
と
を
、
戦
後
の
京
都
学
派
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
い
ず
れ
に
 
 

も
多
く
の
執
着
が
纏
綿
し
て
い
る
。
結
果
的
に
い
え
ば
、
国
家
民
族
の
ア
 
 

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
構
造
も
、
ま
た
二
億
の
執
着
で
は
な
い
の
か
。
も
 
 

し
家
、
園
、
天
下
の
外
王
事
菜
に
執
着
し
て
、
目
下
の
現
実
生
活
を
見
過
 
 

す
な
ら
ば
、
必
然
的
に
本
凍
の
姿
で
は
な
く
、
虚
妄
の
存
在
に
陥
ら
ぎ
る
 
 

を
得
な
い
。
 
 
 

断
儒
家
に
と
っ
て
、
雅
史
は
理
性
的
異
体
（
天
道
）
 
の
流
行
と
実
現
で
 
 

あ
る
“
西
谷
啓
治
、
及
び
そ
の
京
都
学
派
が
戦
時
中
提
出
し
た
絶
対
無
の
 
 

直
弾
史
観
は
、
最
終
的
に
は
幻
滅
を
免
れ
な
い
の
も
、
偶
然
の
出
来
事
で
 
 

は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
根
本
に
作
在
を
維
持
さ
せ
る
に
足
り
る
道
 
 

徳
的
張
体
が
欠
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
∪
斑
の
鼠
肇
と
な
る
た
め
に
は
、
 
 

理
性
的
鳩
体
 
（
道
徳
的
理
性
と
知
的
理
性
〟
 
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
r
 
こ
 
 

れ
は
仏
教
と
京
都
学
派
が
未
だ
直
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
所
で
 
 

あ
る
右
＝
本
論
は
理
性
の
角
度
か
ら
、
或
は
空
性
の
角
度
か
ら
出
発
す
る
 
 

こ
と
に
よ
っ
て
、
析
儒
家
と
東
都
学
派
の
異
な
る
哲
学
の
方
法
と
性
格
の
 
 

み
な
ら
ず
、
彼
ら
の
輿
な
る
歴
史
的
恵
漉
嵩
も
明
ら
か
に
し
た
【
〕
励
も
重
 
 

安
な
の
は
、
彼
ら
の
巽
な
る
歴
史
的
実
践
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
 
 

彼
ら
は
前
世
紀
の
中
英
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
輿
な
る
歴
史
的
な
境
遇
に
 
 

直
面
し
、
各
自
に
異
な
る
歴
史
的
寒
路
に
身
を
投
じ
た
こ
と
は
、
ど
う
し
 
 

て
造
化
の
翻
弄
に
止
ま
ろ
う
か
。
そ
の
中
に
お
け
る
双
方
の
筋
道
は
全
く
 
 

異
な
る
と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
東
亜
の
思
想
発
展
の
上
に
、
珍
し
い
 
 

楽
寮
を
残
し
て
い
る
。
今
日
、
両
者
を
合
わ
せ
て
こ
れ
を
奏
で
て
、
そ
の
 
 

志
は
或
は
高
山
に
あ
り
、
或
は
流
水
に
あ
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
し
て
感
 
 

ぜ
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
。
 
 

後
 
記
 
 

本
文
を
作
成
し
た
き
っ
か
け
は
、
私
は
去
年
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
シ
ュ
ナ
 
 

イ
ダ
ー
（
」
好
e
－
S
c
h
ロ
e
i
d
e
r
）
 
教
招
の
お
招
き
に
応
じ
て
、
彼
が
主
催
す
 
 

る
「
仏
教
の
鮭
史
観
〓
I
s
↓
h
e
r
e
a
D
h
琴
m
a
O
f
霹
s
t
O
r
y
旬
）
と
い
う
ワ
ー
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ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。
当
時
、
私
は
す
ぐ
西
谷
啓
治
の
 
 

『
宋
教
と
は
何
か
』
を
思
い
つ
き
、
こ
れ
を
態
と
し
て
英
文
稿
「
西
谷
啓
 
 

治
に
お
け
る
空
性
と
歴
史
的
意
識
」
を
書
き
、
今
年
の
五
月
の
末
に
ラ
イ
 
 

デ
ン
で
開
か
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
発
表
し
た
。
七
月
の
末
、
私
は
同
 
 

論
文
を
、
京
都
大
学
の
藤
田
正
勝
教
授
が
主
催
す
る
「
日
本
哲
学
史
フ
ォ
ー
 
 

ラ
ム
」
に
お
い
て
発
表
し
た
。
日
本
語
の
訳
文
は
林
永
強
、
張
政
遠
、
竹
 
 

花
洋
佑
三
人
の
若
手
学
者
に
よ
っ
て
擢
供
さ
れ
た
。
九
月
、
引
き
続
き
佐
 
 

藤
貢
悦
教
授
の
お
招
き
を
い
た
だ
き
、
筑
波
大
学
に
お
い
て
「
空
性
、
理
 
 

性
と
現
代
性
－
京
都
学
派
と
新
儒
家
の
哲
学
的
対
話
」
と
い
う
題
を
も
っ
 
 

て
集
中
講
義
を
行
っ
た
。
今
回
、
本
文
を
書
き
、
再
び
香
港
中
文
大
学
の
 
 

劉
笑
敢
教
授
が
主
催
す
る
「
東
方
文
化
と
現
代
社
会
1
儒
釈
道
の
哲
学
的
 
 

対
話
」
と
い
う
学
術
会
議
に
参
加
し
た
の
は
、
こ
の
一
年
来
こ
の
論
題
に
 
 

お
け
る
後
続
の
成
果
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
謹
ん
で
以
上
 
 

の
関
係
者
と
諸
友
に
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
 
 

（：ミ）（2  

牟
宗
三
 
『
五
十
自
述
』
 
（
台
北
、
鴻
湖
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
、
¶
 
 

二
九
頁
。
ま
た
、
賓
仁
厚
『
牟
宗
三
先
生
学
思
年
譜
』
 
（
台
北
、
学
 
 

生
書
局
、
一
九
九
六
年
）
、
十
六
～
十
八
頁
を
参
照
。
 
 

『
五
十
自
述
』
、
一
二
∵
～
一
二
二
頁
。
 
 

牟
宗
三
「
開
於
歴
史
哲
学
－
酬
答
密
着
毅
先
生
」
、
『
歴
史
哲
学
』
（
九
 
 

絶
、
人
生
出
版
社
、
一
九
七
〇
年
再
版
）
 
の
附
録
、
二
十
四
～
二
十
 
 

五
頁
。
 
 

『
五
十
自
述
』
、
一
言
丁
一
山
四
頁
。
牟
氏
の
新
し
い
外
王
の
学
に
 
 
 

（l：引（12）（11）（10）  

関
す
る
本
が
三
脚
あ
る
。
『
歴
史
哲
学
』
の
ほ
か
に
、
『
政
道
与
治
道
』
 
 

（
一
九
宍
二
年
）
 
と
 
謂
黒
澤
理
想
主
薬
』
 
二
九
五
九
年
）
 
が
あ
る
。
 
 

佃
 
近
代
日
本
思
想
史
研
究
会
著
、
那
靡
辰
訳
『
近
代
日
本
思
想
史
』
第
 
 

三
巻
（
北
京
、
商
務
印
沓
舘
、
～
九
九
二
年
）
、
叫
三
二
～
∴
三
六
 
 
 

頁
。
以
下
の
 
『
中
央
公
論
』
と
 
『
文
学
界
』
 
の
二
つ
の
座
談
会
に
関
 
 
 

す
る
叙
述
は
、
拙
著
『
空
性
与
現
代
性
』
 
（
台
北
、
立
緒
、
山
九
九
 
 

九
年
）
 
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 
 

㈱
 
『
近
代
日
本
思
想
史
』
第
三
巻
、
一
三
八
頁
。
 
 

刷
 
『
中
央
公
論
』
 
（
一
九
四
二
年
〓
誓
里
、
｝
八
一
貫
。
H
象
○
 
 
 

↓
s
邑
O
m
u
∴
」
コ
ー
e
 
D
g
挙
ぎ
5
芸
D
i
s
2
S
S
i
昌
S
｝
、
⊇
e
i
r
厨
a
c
k
雫
O
u
n
d
 
 
 

賀
d
M
e
呂
旨
g
㌧
ご
n
J
巴
ゴ
e
S
薫
H
e
i
s
i
g
紆
J
O
h
n
C
．
M
胃
a
琵
○
㌔
d
s
．
，
 
 
 

碧
落
ゝ
喜
計
各
軍
N
眉
態
罵
昏
暴
こ
謀
邑
〓
竺
誉
ょ
ぎ
良
基
鼠
 
 
 

算
許
書
評
S
（
呂
0
ロ
○
－
u
F
‥
U
n
i
扁
r
S
首
O
f
罫
芸
乳
」
P
r
e
s
s
L
達
筆
 
 
 

p
p
．
岩
サ
∽
○
ひ
．
 
 

㈱
 
『
近
代
日
本
思
想
史
』
第
三
巻
、
一
三
八
～
一
三
九
質
し
．
ゴ
l
e
 
 
 

口
許
§
訂
5
忘
D
訂
c
宏
S
i
¢
宏
－
ゴ
】
e
i
r
出
a
c
粁
喝
O
u
已
呂
d
 
M
e
a
寧
5
晦
．
｝
u
 
 

p
．
∽
宗
．
 
 

㈱
 
高
坂
正
郎
の
発
言
は
『
中
央
公
論
』
 
（
一
九
四
二
年
四
月
号
、
一
二
 
 
 

一
束
）
 
に
見
ら
れ
る
。
 
 
 

『
中
央
公
論
』
 
（
一
九
四
三
年
一
月
号
）
、
五
十
七
貢
。
 
 

前
掲
番
、
一
〇
四
頁
。
 
 

『
近
代
日
本
思
想
史
』
第
三
巻
、
一
四
〇
頁
。
 
 

M
5
．
P
m
O
t
O
 
R
y
O
e
n
－
－
ゴ
｝
e
 
S
『
ヨ
p
O
S
i
仁
m
 
O
n
．
■
○
完
r
C
O
邑
n
g
 
 

M
O
d
e
r
ロ
i
旦
－
㍉
i
n
知
邑
巾
ゝ
等
温
選
れ
車
p
p
．
N
－
記
芦
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（23）（2Z）（21）糾＝19）  8）（17   114 16）（15  

こ
こ
で
㌔
p
i
註
－
｝
の
表
裏
二
つ
の
意
味
を
取
っ
て
い
る
。
精
神
と
亡
霊
 
 

と
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
逝
去
し
て
も
う
す
ぐ
二
世
紀
に
な
る
に
も
か
か
 
 

わ
ら
ず
、
そ
の
観
念
の
影
響
は
依
然
と
し
て
世
界
の
隅
々
を
う
ろ
つ
 
 

い
て
さ
す
ら
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
 
 

「
関
於
歴
史
哲
学
－
酬
答
唐
君
毅
先
生
」
（
『
歴
史
哲
学
』
）
、
二
十
二
百
。
 
 

「
世
界
史
と
は
、
未
だ
陶
冶
さ
れ
て
い
な
い
自
然
意
志
を
し
て
普
遍
的
 
 

な
原
理
に
服
従
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
体
的
自
由
の
教
化
を
獲
 
 

得
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
」
。
（
．
ゴ
】
e
謀
s
t
O
r
y
O
f
臣
e
w
O
r
－
d
i
s
臣
e
 
 

d
i
s
c
i
p
ぎ
e
 
O
f
t
h
e
u
n
c
呂
耳
墓
e
d
臣
ど
邑
ま
ー
ー
ー
b
n
n
乳
n
g
i
t
i
n
t
O
 
 

O
b
e
d
i
e
n
c
e
t
O
a
U
コ
i
く
e
r
S
巴
p
n
n
c
i
p
訂
a
n
d
c
O
n
訂
r
ユ
n
g
s
亡
g
e
C
昏
e
 
 

町
e
e
d
O
m
㌧
）
S
e
e
 
G
．
W
『
H
e
g
e
－
－
遥
屯
達
叫
訂
尽
ぎ
旦
穿
旨
蔓
 
 

汀
が
巨
S
－
a
訂
d
 
b
y
 
J
．
S
i
b
r
e
e
 
（
N
e
w
ざ
斉
‥
D
弓
e
r
 
P
u
b
－
i
c
a
t
i
O
n
S
－
 
 

－
誤
芦
p
．
－
O
P
 
 

前
掲
書
。
 
 

前
掲
書
、
p
．
－
－
A
。
こ
の
部
分
の
議
論
は
、
ま
た
牟
宗
三
 
『
歴
史
哲
 
 

学
』
 
の
五
十
六
～
六
十
三
貞
に
も
見
ら
れ
る
。
 
 

『
歴
史
哲
学
』
、
八
十
～
八
十
二
頁
。
 
 

前
掲
書
、
一
六
七
貪
。
 
 

前
掲
畜
、
一
七
〇
自
。
 
 

前
掲
書
、
一
七
四
頁
。
 
 

前
掲
書
、
一
八
一
頁
。
「
中
国
の
文
化
生
命
は
そ
の
発
展
で
は
、
た
 
 

だ
上
方
に
お
い
て
開
け
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
だ
上
 
 

方
に
お
い
て
大
き
く
開
い
た
り
閉
じ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
源
 
 

の
一
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
未
だ
下
方
に
お
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い
て
開
け
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
未
だ
下
方
に
お
い
て
大
き
な
開
閉
 
 

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
末
梢
的
な
「
知
性
の
形
態
」
と
国
家
、
 
 

政
治
、
法
律
に
関
す
る
「
客
観
的
な
実
践
の
形
態
」
と
を
明
ら
か
に
 
 

現
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
中
国
の
文
化
生
命
が
続
々
と
続
い
て
来
 
 

た
一
切
の
悪
習
と
菩
馳
は
、
す
べ
て
こ
こ
か
ら
そ
の
理
解
を
得
る
こ
 
 

と
が
で
き
る
」
。
 
 

前
掲
苔
、
一
六
八
、
一
七
二
頁
。
 
 

前
掲
番
、
七
十
九
～
八
十
員
。
 
 

牟
宗
三
は
伊
川
と
朱
子
の
理
気
二
元
説
を
批
判
し
た
の
は
、
『
歴
史
哲
 
 

学
』
を
上
梓
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
 
 

『
歴
史
哲
学
』
、
七
十
九
貫
。
 
 

前
掲
讃
、
山
九
四
～
二
三
〇
員
。
牟
氏
は
か
つ
て
 
「
世
界
有
窮
願
無
 
 

窮
」
に
お
い
て
、
「
お
よ
そ
「
気
を
も
っ
て
理
を
尺
、
く
す
」
と
い
う
 
 

原
則
に
従
う
者
は
、
み
な
断
絶
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
 
 

「
理
を
も
っ
て
気
を
生
ず
る
」
 
と
い
う
原
則
に
従
う
者
は
、
生
き
生
 
 

き
し
て
絶
え
な
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
 
 

ま
た
 
「
開
於
歴
史
哲
学
－
酬
答
唐
君
毅
先
生
」
 
（
『
歴
史
哲
学
』
、
三
 
 

十
四
頁
）
 
に
も
見
ら
れ
る
。
 
 

『
五
十
自
述
』
、
一
山
一
貫
。
 
 

前
掲
普
、
一
一
二
員
。
 
 

前
掲
書
、
一
一
四
貫
。
 
 

牟
氏
は
こ
の
時
期
に
盛
ん
に
 
「
儒
学
三
期
」
説
を
唱
え
る
。
こ
れ
に
 
 

つ
い
て
、
『
歴
史
哲
学
』
 
の
一
九
三
頁
に
見
ら
れ
る
。
 
 

『
五
十
自
述
』
、
一
〇
六
頁
。
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西
谷
啓
治
「
「
近
代
の
超
克
」
私
論
」
 
（
『
近
代
の
超
克
』
冨
山
房
、
 
 

一
九
七
九
年
）
、
十
八
l
二
十
七
頁
。
こ
の
論
文
が
、
『
西
谷
啓
治
著
 
 

作
集
』
 
に
収
錨
さ
れ
て
い
な
い
原
因
が
定
か
で
は
な
い
。
こ
れ
に
関
 
 

し
て
、
J
a
m
e
s
芯
e
i
s
i
g
も
芸
選
言
浅
草
ぎ
家
電
垣
（
H
O
n
O
－
u
－
u
‥
 
 

U
n
i
扁
r
S
i
甘
O
f
H
軍
a
i
．
i
P
r
e
s
s
－
N
芸
－
）
一
p
．
架
声
を
参
照
（
 
 

「
「
近
代
の
超
克
」
私
論
」
 
（
『
近
代
の
超
克
』
「
十
八
～
二
十
二
買
－
 
 

前
掲
書
、
二
十
二
～
二
十
六
頁
 

前
掲
書
、
三
十
二
～
三
十
四
貢
。
 
 

牟
宗
三
は
世
界
史
に
論
及
す
る
と
き
、
各
民
族
、
国
家
を
超
越
す
る
 
 

「
大
同
」
 
に
通
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
 
「
大
同
」
を
法
律
、
法
廷
の
 
 

客
観
的
な
形
式
に
よ
っ
て
嚢
現
す
る
こ
と
こ
そ
、
神
聖
な
る
理
念
の
 
 

実
現
で
あ
る
と
考
え
た
。
「
関
於
歴
史
哲
学
2
酬
答
唐
君
毅
先
生
」
 
 
 

（
『
歴
史
哲
学
誓
…
二
十
三
員
）
 
を
参
照
 

「
「
近
代
の
超
克
」
私
論
」
（
『
近
代
の
超
克
慧
、
一
．
十
札
～
三
十
一
員
 

西
谷
啓
治
警
ポ
教
と
は
何
か
一
皿
 
（
別
支
社
、
一
九
ム
∵
年
「
 
「
緒
言
」
 
 

を
参
照
 

大
橋
良
介
騙
『
京
都
学
派
の
思
想
』
 
（
人
文
書
院
∵
一
〔
－
四
年
「
 
 
 

「
京
都
学
派
の
綜
倉
年
表
と
学
系
図
」
を
参
照
。
 
 

『
宗
教
と
は
何
か
警
巾
八
九
、
∵
九
二
貢
ご
蛋
督
芸
聖
邑
≧
温
風
琶
誤
 
 

読
e
斉
e
l
e
y
 
a
n
d
 
r
）
S
A
義
乳
s
‥
U
n
訂
巧
S
首
鼠
C
巴
詳
r
n
訂
P
r
e
s
s
一
 
 

－
諾
悪
．
－
宗
一
】
ご
．
M
a
r
正
さ
H
貧
打
拘
g
e
♪
≧
叫
句
訂
諷
♪
罫
訂
S
鴨
、
耳
 
 

遠
註
訝
芦
冒
賀
S
．
F
⊇
l
k
A
．
C
a
p
l
－
乱
（
S
巴
l
F
r
a
n
c
i
s
c
宍
H
a
ぷ
e
r
無
 
 

罪
O
W
一
－
纂
霊
一
P
賀
t
↓
w
宍
王
N
i
家
許
m
 
a
s
 
D
e
t
巧
m
i
n
e
d
 
b
y
 
t
l
l
e
 
 

H
i
s
t
O
r
y
O
f
B
e
i
亮
コ
 

購
 
D
鼠
d
 
C
a
r
ロ
ー
ー
買
s
t
O
r
C
a
【
 
E
召
e
計
n
c
e
．
H
i
s
【
0
旨
a
l
 
B
e
i
n
g
‡
｝
 
 
 

亡
n
p
亡
b
l
i
s
訂
d
－
e
〔
ど
r
e
 
a
t
 
D
e
p
a
r
ぎ
e
n
t
 
O
f
 
P
h
i
－
O
S
O
p
h
￥
ゴ
ー
e
 
 
 

C
h
i
n
e
s
e
U
n
i
扁
r
S
首
○
【
H
O
扁
只
O
n
g
｝
N
O
く
吾
N
芸
∽
．
私
は
二
、
 
 
 

五
年
の
秋
、
香
港
を
訪
れ
、
車
文
大
学
哲
学
系
の
客
員
教
授
を
務
め
 
 

l
い
 
 

た
貢
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に
D
a
鼠
d
C
胃
r
教
授
も
同
系
を
来
訪
し
、
 
 

「
現
象
学
と
歴
史
」
と
い
う
課
程
を
講
義
し
、
「
歴
史
的
経
験
、
歴
 
 

史
性
の
存
在
」
（
■
ゴ
i
s
t
象
c
巴
E
眉
e
計
n
c
e
一
H
i
s
t
宍
首
a
－
B
乳
扁
○
と
 
 

「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
『
危
機
』
に
お
け
る
歴
史
－
・
現
象
学
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
 
 

パ
の
理
念
」
－
」
（
．
貞
s
t
O
r
y
i
n
H
u
s
s
e
r
諒
富
野
P
h
e
n
O
≡
苫
○
】
○
喝
 
 

a
n
d
t
h
巾
療
e
a
象
E
u
r
O
p
e
…
）
 
と
を
発
表
し
た
ー
こ
の
二
つ
の
講
演
 
 

を
拝
聴
し
て
得
る
と
こ
ろ
が
多
大
で
あ
り
、
甚
だ
し
く
啓
発
を
受
け
 
 

た
 

M
a
r
t
i
n
 
H
e
i
d
e
g
駕
♪
 
吐
乳
養
聖
軋
3
S
♪
 
t
r
a
n
S
訂
倉
且
 
b
y
 
J
（
）
a
n
 
 

S
t
か
m
b
a
亡
g
h
（
≧
b
a
n
y
‥
S
t
叫
Z
Y
P
r
e
s
∽
」
蓬
芦
p
．
1
ゴ
a
】
s
〇
C
f
．
M
a
r
t
i
コ
 
 

嵩
且
d
蒜
g
薫
穿
叫
薦
宝
軋
3
慧
勾
こ
r
a
コ
S
－
a
t
鼠
b
y
J
註
n
M
a
〔
q
l
－
a
r
計
 
 

詳
E
d
w
a
r
d
R
O
b
i
n
s
昌
雪
e
w
ぎ
r
k
‥
H
巴
七
e
r
紆
R
¢
き
蒜
毘
）
－
p
．
た
．
 
 

買
薮
と
は
何
か
』
、
一
八
九
～
山
九
一
軍
）
和
瓦
乳
量
無
札
寮
監
長
逝
男
 
 

－
n
甲
－
ゴ
）
．
 
 

前
掲
膚
、
“
九
二
～
∵
九
三
軍
⊥
g
嘗
き
琴
岩
室
昔
琶
男
－
コ
・
 
 

】
」
ド
 
 

ー
ー
冒
暮
雲
鳶
こ
こ
訂
号
．
薫
温
許
「
茎
数
計
風
評
最
∴
ゴ
聖
阜
官
 
 

許
量
⊥
君
t
宥
r
㈹
訝
r
e
 
c
a
l
】
昏
e
 
p
訂
n
O
m
e
n
a
象
き
e
訝
t
u
r
e
一
t
h
e
 
 

C
訂
r
a
c
t
e
r
象
l
l
宅
i
n
的
b
e
e
n
．
a
n
d
夢
e
 
P
r
e
s
e
n
t
こ
h
e
．
鴨
邑
詮
乳
（
）
叫
 
 

t
m
m
p
琶
a
訂
音
譜
m
p
宅
巴
首
i
s
n
鼻
p
計
r
t
O
昏
i
s
む
n
e
n
払
ギ
w
h
i
c
h
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許
s
t
 
e
m
e
r
g
e
s
 
曙
O
m
 
詳
最
 
i
t
s
 
e
s
s
e
n
c
e
 
i
s
 
a
 
p
r
宍
e
S
S
 
O
f
 
 

t
e
m
p
O
r
已
i
乱
n
g
 
i
n
 
昏
e
 
u
n
首
 
¢
f
 
e
c
s
謬
s
e
s
．
．
、
S
e
e
 
M
a
r
江
口
 
 

嵩
e
i
d
e
謁
e
ュ
蟹
思
聖
乱
逆
眉
盲
a
n
s
－
a
t
e
d
b
y
J
O
h
n
M
a
c
q
u
a
r
計
 
 

紆
E
d
w
a
r
d
R
O
b
i
n
s
昌
一
p
．
u
ヨ
．
 
 

『
宗
教
と
は
何
か
』
、
二
七
五
琴
よ
屡
骨
芸
乱
き
受
官
房
忘
夢
 
 

前
掲
書
、
二
七
六
頁
。
昏
厨
叫
箋
喜
札
h
吉
罫
叫
薫
莞
眉
N
ひ
ー
一
 
 

前
掲
書
、
二
〇
九
頁
｛
∪
恕
尽
旨
岩
邑
≦
蓬
瞥
笥
窪
こ
恕
．
博
偉
勲
 
 

『
道
元
』
 
（
台
北
、
東
大
、
山
九
九
六
年
）
 
二
十
五
～
二
十
六
貢
を
 
 

参
照
。
 
 

『
宗
教
と
は
何
か
』
、
三
〇
〇
～
一
ニ
〇
三
頁
。
智
叫
瞥
昌
§
軋
≧
）
敦
盛
莞
β
 
 

N
べ
N
・
N
べ
∽
．
 
 

J
a
m
e
s
H
e
i
s
i
g
は
、
西
田
幾
多
郎
の
「
絶
対
無
」
を
以
下
の
よ
う
に
 
 

説
明
す
る
。
「
主
体
と
客
体
の
否
定
、
或
は
主
客
二
分
に
立
脚
す
る
 
 

自
己
の
否
定
は
、
単
に
相
対
的
に
す
ぎ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
か
か
る
 
 

否
定
は
依
然
と
し
て
主
客
と
相
反
す
る
肯
定
か
ら
来
て
い
る
か
ら
で
 
 

あ
る
。
か
か
る
否
定
は
絶
対
無
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
 
 

「
胃
定
と
の
間
」
 
の
相
反
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
除
い
 
 

て
、
或
は
こ
の
よ
う
な
否
定
は
、
単
に
絶
対
的
無
の
自
己
決
定
の
第
 
 

一
歩
と
見
な
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
も
と
も
と
否
定
さ
れ
た
有
を
し
 
 

て
そ
の
か
く
の
細
く
あ
る
こ
と
を
得
せ
し
め
、
再
び
閂
定
を
獲
得
せ
 
 

し
め
る
こ
と
を
除
い
て
で
あ
る
。
西
田
の
い
う
よ
う
に
、
「
兵
の
否
 
 

定
は
否
定
の
否
定
で
あ
る
」
。
」
。
J
中
日
e
S
洋
e
i
s
i
g
｝
謡
叫
訂
岳
訂
読
札
 
 

≧
鼓
風
習
琵
三
芳
n
O
－
u
－
u
‥
U
n
訂
e
r
s
首
O
f
H
誓
1
単
i
P
r
e
s
s
】
N
芸
亡
】
 
 

p
．
の
甲
缶
を
参
照
。
 
 

冊
 
『
宗
教
と
は
何
か
』
、
二
丘
二
～
二
五
三
軍
よ
屋
号
≡
邑
」
吉
夢
風
習
眉
 
 

N
∽
？
N
い
ー
．
 
 

馴
 
拙
著
完
工
性
与
現
代
性
』
の
「
新
儒
家
「
返
本
閲
新
」
的
仏
学
詮
釈
」
 
 

と
 
「
仏
教
形
而
上
学
的
虚
説
形
態
」
 
二
帝
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 
 

悶
 
『
宗
教
と
は
何
か
』
、
T
二
一
～
二
一
二
軍
・
．
恕
～
瞥
Q
記
§
軋
L
ぎ
監
薦
莞
訟
．
 
 

－
u
？
－
u
－
．
 
 

醐
 
牟
宗
三
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
哲
学
を
「
も
と
な
き
学
」
と
批
判
し
た
（
〕
 
 

な
ぜ
な
ら
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
 
二
つ
の
無
限
な
る
心
体
、
性
体
、
 
 

或
は
実
体
を
認
め
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
牟
宗
三
 
『
智
的
直
覚
与
中
 
 

国
哲
学
』
 
（
台
北
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
七
山
牛
、
四
頁
）
 
に
 
 

見
ら
れ
る
。
拙
著
『
空
性
与
現
代
性
』
、
∵
五
一
貫
を
参
照
さ
れ
た
 
 

ヽ
一
 
口
 
 
 

I
L
t
 
 （

り
ん
・
ち
ん
こ
く
 
台
湾
国
立
政
治
大
学
哲
学
系
教
授
）
 
 

原
著
論
文
は
、
二
∩
恒
〇
六
年
十
．
月
二
十
三
、
二
十
四
日
に
、
香
港
中
 
 

文
大
学
中
国
哲
学
と
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
束
方
文
化
と
現
 
 

代
社
会
－
儒
釈
避
の
哲
学
的
対
話
」
 
と
い
う
学
術
会
議
で
発
表
し
た
。
 
 

（
り
ょ
う
・
き
ん
ひ
ん
 
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
）
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